
 

消表対第１５４６号 

令和４年１２月２１日 

 

ＴＪＣ株式会社 

代表取締役 程 鵬旭 殿 

 

 

消費者庁長官 新井 ゆたか 

（公印省略） 

不当景品類及び不当表示防止法第７条第１項の規定に基づく措置命令 

貴社は、貴社が供給する「生分解性ゴミ袋４５Ｌ」と称する商品（以下「本件商品①」と

いう。）、「生分解性レジ袋 ＳＳサイズ」と称する商品（以下「本件商品②」という。）、

「生分解性レジ袋 Ｓサイズ」と称する商品（以下「本件商品③」という。）、「生分解性

レジ袋 Ｍサイズ」と称する商品（以下「本件商品④」という。）、「生分解性レジ袋 Ｌ

サイズ」と称する商品（以下「本件商品⑤」という。）、「生分解性レジ袋 ＬＬサイズ」

と称する商品（以下「本件商品⑥」という。）及び「ＰＬＡプラカップ」と称する商品（以

下「本件商品⑦」という。）の各商品（以下これらを併せて「本件７商品」という。）の取

引について、それぞれ、不当景品類及び不当表示防止法（昭和３７年法律第１３４号。以下

「景品表示法」という。）第５条の規定により禁止されている同条第１号に該当する不当な

表示を行っている又は行っていたので、同法第７条第１項の規定に基づき、次のとおり命令

する。 

 

１ 命令の内容 

⑴ 貴社は、本件７商品の取引に関し、表示の裏付けとなる合理的な根拠をあらかじめ有

することなく行っている次に掲げる表示をしている行為を速やかに取りやめなければ

ならない。 

  本件７商品を一般消費者に販売するに当たり、例えば、本件商品①について、遅くと

も令和４年７月２日以降、「ＳｔａｒＱ Ｏｎｌｉｎｅ Ｓｈｏｐ公式店」と称する自社

ウェブサイト（以下「自社ウェブサイト」という。）において、「ＰＬＡ＋ＰＢＡＴ ポ

リ乳酸 環境に優しい 完全生分解性プラ 脱プラ対策」、「ＰＬＡ生分解性プラス

チックとは」、「・ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水

分解を受けて低分子化され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解

されます。」等と表示するなど、別表１「対象商品」欄記載の商品について、同表「表

示期間」欄記載の期間に、同表「表示媒体」欄記載の表示媒体において、同表「表示内

※別添写しについては添付を省略しています。 別添１ 
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容」欄記載のとおり表示することにより、あたかも、本件７商品は、投棄され又は埋め

立てられても自然環境中で微生物によって水と二酸化炭素に分解される生分解性等の

同表「生分解性」欄記載のとおりの生分解性を有するかのように示す表示 

⑵ 貴社は、貴社が一般消費者に販売する本件７商品に係る表示に関して、次に掲げる事

項を速やかに一般消費者に周知徹底しなければならない。この周知徹底の方法について

は、あらかじめ、消費者庁長官の承認を受けなければならない。 

ア 貴社は、本件７商品を一般消費者に販売するに当たり、例えば、本件商品①につい

て、遅くとも令和４年７月２日以降、自社ウェブサイトにおいて、「ＰＬＡ＋ＰＢＡ

Ｔ ポリ乳酸 環境に優しい 完全生分解性プラ 脱プラ対策」、「ＰＬＡ生分解性

プラスチックとは」、「・ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分に

より加水分解を受けて低分子化され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水に

まで分解されます。」等と表示するなど、別表２「対象商品」欄記載の商品について、

同表「表示期間」欄記載の期間に、同表「表示媒体」欄記載の表示媒体において、同

表「表示内容」欄記載のとおり表示することにより、あたかも、本件７商品は、投棄

され又は埋め立てられても自然環境中で微生物によって水と二酸化炭素に分解され

る生分解性等の同表「生分解性」欄記載のとおりの生分解性を有するかのように示す

表示をしていたこと。 

イ 前記アの表示は、それぞれ、本件７商品の内容について、一般消費者に対し、実際

のものよりも著しく優良であると示すものであり、景品表示法に違反するものである

こと。 

⑶ 貴社は、今後、本件７商品又はこれらと同種の商品の取引に関し、表示の裏付けとな

る合理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑵アの表示と同様の表示が行われ

ることを防止するために必要な措置を講じ、これを貴社の役員及び従業員に周知徹底

しなければならない。 

⑷ 貴社は、今後、本件７商品又はこれらと同種の商品の取引に関し、表示の裏付けとな

る合理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑵アの表示と同様の表示をしては

ならない。 

⑸ 貴社は、前記⑴に基づいてとった措置、前記⑵に基づいて行った周知徹底及び前記

⑶に基づいてとった措置について、速やかに文書をもって消費者庁長官に報告しなけ

ればならない。 

２ 事実 

⑴ ＴＪＣ株式会社（以下「ＴＪＣ」という。）は、東京都墨田区本所１－４－７に本店

を置き、プラスチック製品等の販売等を営む事業者である。 

⑵ ＴＪＣは、本件７商品を自ら又は小売業者を通じて一般消費者に販売している。

⑶ ＴＪＣは、本件７商品に係る別表１「表示媒体」欄記載の表示媒体及び別表２「表示
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媒体」欄記載の表示媒体における表示内容を自ら決定している。 

⑷ア ＴＪＣは、本件７商品を一般消費者に販売するに当たり、例えば、本件商品①につ

いて、遅くとも令和４年７月２日以降、自社ウェブサイトにおいて、「ＰＬＡ＋ＰＢ

ＡＴ ポリ乳酸 環境に優しい 完全生分解性プラ 脱プラ対策」、「ＰＬＡ生分解

性プラスチックとは」、「・ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分

により加水分解を受けて低分子化され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と

水にまで分解されます。」等と表示するなど、別表２「対象商品」欄記載の商品につ

いて、同表「表示期間」欄記載の期間に、同表「表示媒体」欄記載の表示媒体におい

て、同表「表示内容」欄記載のとおり表示することにより、あたかも、本件７商品は、

投棄され又は埋め立てられても自然環境中で微生物によって水と二酸化炭素に分解

される生分解性等の同表「生分解性」欄記載のとおりの生分解性を有するかのように

示す表示をしている又は表示をしていた。 

イ 消費者庁長官は、前記アの表示について、それぞれ、景品表示法第５条第１号に該

当する表示か否かを判断するため、同法第７条第２項の規定に基づき、ＴＪＣに対

し、期間を定めて、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示す資料の提出を求めた

ところ、ＴＪＣは、当該期間内に表示に係る裏付けとする資料を提出したが、当該資

料はいずれも、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示すものであるとは認めら

れないものであった。 

３ 法令の適用 

前記事実によれば、ＴＪＣが自己の供給する本件７商品の取引に関し行っている又は

行っていた表示は、それぞれ、景品表示法第７条第２項の規定により、同法第５条第１号

に規定する、本件７商品の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優

良であると示すことにより、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な

選択を阻害するおそれがあると認められる表示とみなされるものであって、かかる表示

をしている又は表示をしていた行為は、それぞれ、同条の規定に違反するものである。 

４ 法律に基づく教示 

⑴ 行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）第８２条第１項の規定に基づく教示

この処分について不服がある場合には、行政不服審査法第２条、第４条及び第１８条

第１項の規定に基づき、正当な理由があるときを除き、この処分があったことを知った

日の翌日から起算して３か月以内に、書面により消費者庁長官に対し審査請求をする

ことができる。 

（注）行政不服審査法第１８条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、処

分があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内であっても、処分の日の

翌日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができなくなる。 
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⑵ 行政事件訴訟法（昭和３７年法律第１３９号）第４６条第１項の規定に基づく教示

訴訟により、この処分の取消しを求める場合には、行政事件訴訟法第１１条第１項及

び第１４条第１項の規定に基づき、この処分があったことを知った日の翌日から起算

して６か月以内に、国（代表者法務大臣）を被告として、この処分の取消しの訴えを提

起することができる。 

（注１） 行政事件訴訟法第１４条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、

この処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内であっても、こ

の処分の日の翌日から起算して１年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提

起することができなくなる。 

（注２） 行政事件訴訟法第１４条第３項の規定により、正当な理由があるときを除き、

審査請求をして裁決があった場合には、この処分の取消しの訴えは、その裁決が

あったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に提起することができる。

ただし、正当な理由があるときを除き、その裁決があったことを知った日の翌日

から起算して６か月以内であっても、その裁決の日の翌日から起算して１年を経

過すると、この処分の取消しの訴えを提起することができなくなる。 
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別表１ 

表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

自社ウェ

ブサイト 

遅くとも令

和４年７月

２日以降 

・「生分解性ゴミ袋」

・「生分解性プラスチックごみ袋」

・「ＰＬＡ＋ＰＢＡＴ ポリ乳酸 環境に優しい 完全生分解性プラ 脱プ

ラ対策」

・「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭ

ＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ

ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」

との記載と共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト並びに「Ｈ

ＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「Ｈ

ＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解

性認証のマークのイラスト

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品 環境にやさしい・エコ」

・「植物連鎖によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡単に予

想できます。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラスチック

になり、魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラスト、

「捨てられたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼却処分、

残りの７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解するには何世

紀もかかります。」、「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・ＰＬＡ樹

脂（ポリ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低

分子化され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解され

ます。」、「・地球にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用

後は生ゴミと同様にコンポストで処理することができます。焼却された場

合でも有害物質を発生しないので安全です。」、「メリット」、「・有機肥

料の質に影響を与えない」、「・有機リサイクル可能」及び「・投棄されて

も、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない」

との記載と共に手の平に地球を載せたイラスト

本件商品① 

（ 別 添 写

し １ － １

－１） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ・手の平に木を載せたイラストと共に、「生分解性」、「本製品は、持続可能

な資源の活用にこだわっています。優れた生分解性と産業コンポスト条件

下での堆肥化が可能な分解性プラ製品です。 ＡＳＴＭ（米国試験材料協

会）が定める基準を満たし、米国Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｌａｓｔ

ｉｃ Ｉｎ－ｓｔｉｔｕｔｅの発行するコンポスト認証を取得しておりま

す。 また欧州の生分解性製品の認証機関であるＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ社

の“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ”を取得いたしました。今回取得した“ＯＫ Ｃ

ｏｍｐｏｓｔ ＨＯＭＥ”は一般家庭のコンポストで生分解が可能である

ことを認証するものです。」、「認証マーク」、「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴ

ＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬ

Ｙ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵ

Ｒ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」との記載と共にＢＰＩによ

る生分解性認証のマークのイラスト、「ＨＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓ

ｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「ＨＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載

と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解性認証のマークのイラスト、

「※ＢＰＩ認証とは： Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｒｏｄｕｃｔｓ

 Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ 米国生分解素材認証機関（ＢＰＩ）による、生分解

認証発行システム。生分解製品の使用促進を目的に立ち上げ。国際的にも認

知度が高い。」、「※ＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ（テュフアースとリア）とは：

 欧州を中心に生分解性材料・製品の認証を行っている認証機関で、技術的

な安全と品質の評価を専門とした、国際的な第三者試験認証機関です。」並

びに「堆肥施設での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一

例）」との記載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、「３

０日後」としてビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、「６

０日後」としてビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の画像及

び「９０日後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す画像 
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります。」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチックと

は、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微生

物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」及び「【Ｐ

ＬＡ樹脂の特性】●有機肥料の質に影響を与えない。●埋め立てたり投棄

されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることが

ない。●生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいとアピー

ルできる。」 

  

 遅くとも令

和４年７月

２日以降 

・「生分解性」 

・「ＰＬＡ＋ＰＢＡＴ 環境に優しい 生分解性プラ 脱プラ対策」 

・「環境にやさしい生分解性」 

・「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭ

ＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ 

ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」

との記載と共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト並びに「Ｈ

ＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「Ｈ

ＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解

性認証のマークのイラスト 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品 環境にやさしい・エコ」 

・「植物連鎖によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡単に予

想できます。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラスチック

になり、魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラスト、

「捨てられたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼却処分、

残りの７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解するには何世

本件商品② 

（ 別 添 写

し １ － １

－２） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

7



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  紀もかかります。」、「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・ＰＬＡ樹

脂（ポリ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低

分子化され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解され

ます。」、「・地球にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用

後は生ゴミと同様にコンポストで処理することができます。焼却された場

合でも有害物質を発生しないので安全です。」、「メリット」、「・有機肥

料の質に影響を与えない」、「・有機リサイクル可能」及び「・投棄されて

も、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない」

との記載と共に、レジ袋の画像及び手の平に地球を載せたイラスト 

・手の平に木を載せたイラストと共に、「生分解性」、「本製品は、持続可能

な資源の活用にこだわっています。優れた生分解性と産業コンポスト条件

下での堆肥化が可能な分解性プラ製品です。 ＡＳＴＭ（米国試験材料協

会）が定める基準を満たし、米国Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｌａｓｔ

ｉｃ Ｉｎ－ｓｔｉｔｕｔｅの発行するコンポスト認証を取得しておりま

す。 また欧州の生分解性製品の認証機関であるＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ社

の“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ”を取得いたしました。今回取得した“ＯＫ Ｃ

ｏｍｐｏｓｔ ＨＯＭＥ”は一般家庭のコンポストで生分解が可能である

ことを認証するものです。」、「認証マーク」、「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴ

ＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬ

Ｙ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵ

Ｒ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」との記載と共にＢＰＩによ

る生分解性認証のマークのイラスト、「ＨＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓ

ｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「ＨＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載

と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解性認証のマークのイラスト、

「※ＢＰＩ認証とは： Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｒｏｄｕｃｔｓ    

Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ 米国生分解素材認証機関（ＢＰＩ）による、生分解

本件商品③ 

（ 別 添 写

し １ － １

－３） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

  本件商品④ 

（ 別 添 写

し １ － １

－４） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

8



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  認証発行システム。生分解製品の使用促進を目的に立ち上げ。国際的にも認

知度が高い。」、「※ＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ（テュフアースとリア）とは： 

欧州を中心に生分解性材料・製品の認証を行っている認証機関で、技術的な

安全と品質の評価を専門とした、国際的な第三者試験認証機関です。」並び

に「堆肥施設での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一

例）」との記載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、「３

０日後」としてビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、「６

０日後」としてビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の画像及

び「９０日後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す画像 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります。」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチックと

は、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微生

物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」及び「【Ｐ

ＬＡ樹脂の特性】●有機肥料の質に影響を与えない。●埋め立てたり投棄

されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることが

ない。●生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいとアピー

ルできる。」 

本件商品⑤ 

（ 別 添 写

し １ － １

－５） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

  本件商品⑥ 

（ 別 添 写

し １ － １

－６） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

 遅くとも令

和４年１月

２１日以降 

・「ＰＬＡプラカップ」 

・「ＰＬＡプラカップ（ポリ乳酸）生分解性プラスチック」 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト及び「生

分解性プラスチック」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ 日本バイオプラスチック協会は、通

本件商品⑦ 

（ 別 添 写

し７） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

9



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  産省基礎産業局長諮問機関（当時）であった“生分解性プラスチック実用

化検討委員会の提言に基き発足します。」、グリーンプラマークのイラス

トと共に「生分解性プラスチックは、分解した後も土壌などに悪影響を与

えない安全性の保障が必要です。グリーンプラ識別表示制度は、こうした

生分解性の基準と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『グリーンプ

ラ』のマークと名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正

しい使用法と製品の普及を促進する目的で取り組まれている認証識別制度

です。」、「ＴＪＣ株式会社の取扱商品はＪＢＰＡのグリーンプラマークを

取得済みです。」及び生分解性プラスチック製品が使用後に水及び二酸化

炭素になるまでの流れを記載した図 

・「主な原材料：生分解性プラスチック１００％」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチック

とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微

生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」及び

「【ＰＬＡ樹脂の特性】●有機肥料の質に影響を与えない。●埋め立てた

り投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまる

ことがない。●生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいと

アピールできる。」 

  

1
0



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

「ＹＡＨ

ＯＯ！Ｊ

ＡＰＡＮ

ショッピ

ング」と称

するウェ

ブサイト

に開設し

た「Ｓｔａ

ｒＱオン

ラインＹ

ａ ｈ ｏ

ｏ！店」と

称する自

社ウェブ

サイト 

（以下「ヤ

フーに開

設した自

社ウェブ

サイト」と

いう。） 

遅くとも令

和４年７月

２日以降 

・「生分解性ゴミ袋」 

・「生分解性プラスチックごみ袋」 

・「ＰＬＡ＋ＰＢＡＴ ポリ乳酸 環境に優しい 生分解性プラ 脱プラ対

策」 

・「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭ

ＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ 

ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」

との記載と共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト並びに「Ｈ

ＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「Ｈ

ＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解

性認証のマークのイラスト 

・「【ＰＬＡ樹脂について】ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチックと

は、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微生

物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」及び「【Ｐ

ＬＡ樹脂の特性】●有機肥料の質に影響を与えない。●埋め立てたり投棄

されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることが

ない。●生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいとアピー

ルできる。」 

・「・生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります。」 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品 環境にやさしい・エコ」 

・「植物連鎖によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡単に予

想できます。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラスチック

になり、魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラスト、

「捨てられたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼却処分、

残りの７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解するには何世

紀もかかります。」、「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・ＰＬＡ樹

本件商品① 

（ 別 添 写

し ２ － １

－１） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

1
1



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  脂（ポリ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低

分子化され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解され

ます。」、「・地球にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用

後は生ゴミと同様にコンポストで処理することができます。焼却された場

合でも有害物質を発生しないので安全です。」、「メリット」、「・有機肥

料の質に影響を与えない」、「・有機リサイクル可能」及び「・投棄されて

も、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない」

との記載と共に手の平に地球を載せたイラスト 

・手の平に木を載せたイラストと共に、「生分解性」、「本製品は、持続可能

な資源の活用にこだわっています。優れた生分解性と産業コンポスト条件

下での堆肥化が可能な分解性プラ製品です。 ＡＳＴＭ（米国試験材料協

会）が定める基準を満たし、米国Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｌａｓｔ

ｉｃ Ｉｎ－ｓｔｉｔｕｔｅの発行するコンポスト認証を取得しておりま

す。 また欧州の生分解性製品の認証機関であるＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ社

の“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ”を取得いたしました。今回取得した“ＯＫ Ｃ

ｏｍｐｏｓｔ ＨＯＭＥ”は一般家庭のコンポストで生分解が可能である

ことを認証するものです。」、「認証マーク」、「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴ

ＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬ

Ｙ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵ

Ｒ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」との記載と共にＢＰＩによ

る生分解性認証のマークのイラスト、「ＨＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓ

ｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「ＨＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載

と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解性認証のマークのイラスト、

「※ＢＰＩ認証とは： Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｒｏｄｕｃｔｓ

 Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ 米国生分解素材認証機関（ＢＰＩ）による、生分解

認証発行システム。生分解製品の使用促進を目的に立ち上げ。国際的にも認

  

1
2



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  知度が高い。」及び「※ＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ（テュフアースとリア）と

は： 欧州を中心に生分解性材料・製品の認証を行っている認証機関で、技

術的な安全と品質の評価を専門とした、国際的な第三者試験認証機関で

す。」 

・「堆肥施設での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一

例）」との記載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、

「３０日後」としてビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、

「６０日後」としてビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の

画像及び「９０日後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す

画像 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります。」 

  

 遅くとも令

和４年７月

２日以降 

・「生分解性レジ袋」 

・「ＰＬＡ＋ＰＢＡＴ 環境に優しい 生分解性プラ 脱プラ対策」 

・「環境にやさしい生分解性」 

・「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭ

ＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ 

ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」

との記載と共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト並びに「Ｈ

ＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「Ｈ

ＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解

性認証のマークのイラスト 

・「【ＰＬＡ樹脂について】ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチックと

は、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微生物

などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」及び「【ＰＬ

Ａ樹脂の特性】●有機肥料の質に影響を与えない。●埋め立てたり投棄され

本件商品② 

（ 別 添 写

し ２ － １

－２） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

1
3



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない。

●生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいとアピールでき

る。」 

・「・生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります。」 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品 環境にやさしい・エコ」 

・「植物連鎖によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡単に予

想できます。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラスチック

になり、魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラスト、

「捨てられたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼却処分、

残りの７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解するには何世

紀もかかります。」、「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・ＰＬＡ樹

脂（ポリ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低

分子化され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解され

ます。」、「・地球にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用

後は生ゴミと同様にコンポストで処理することができます。焼却された場

合でも有害物質を発生しないので安全です。」、「メリット」、「・有機肥

料の質に影響を与えない」、「・有機リサイクル可能」及び「・投棄されて

も、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない」

との記載と共に、レジ袋の画像及び手の平に地球を載せたイラスト 

・手の平に木を載せたイラストと共に、「生分解性」、「本製品は、持続可能

な資源の活用にこだわっています。優れた生分解性と産業コンポスト条件

下での堆肥化が可能な分解性プラ製品です。 ＡＳＴＭ（米国試験材料協

会）が定める基準を満たし、米国Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｌａｓｔ

ｉｃ Ｉｎ－ｓｔｉｔｕｔｅの発行するコンポスト認証を取得しておりま

す。 また欧州の生分解性製品の認証機関であるＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ社

の“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ”を取得いたしました。今回取得した“ＯＫ Ｃ

本件商品③ 

（ 別 添 写

し ２ － １

－３） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

  本件商品④ 

（ 別 添 写

し ２ － １

－４） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

1
4



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ｏｍｐｏｓｔ ＨＯＭＥ”は一般家庭のコンポストで生分解が可能である

ことを認証するものです。」、「認証マーク」、「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴ

ＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬ

Ｙ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵ

Ｒ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」との記載と共にＢＰＩによ

る生分解性認証のマークのイラスト、「ＨＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓ

ｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「ＨＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載

と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解性認証のマークのイラスト、

「※ＢＰＩ認証とは： Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｒｏｄｕｃｔｓ 

Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ 米国生分解素材認証機関（ＢＰＩ）による、生分解認

証発行システム。生分解製品の使用促進を目的に立ち上げ。国際的にも認知

度が高い。」及び「ＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ（テュフアースとリア）とは： 

  欧州を中心に生分解性材料・製品の認証を行っている認証機関で、技術的

な安全と品質の評価を専門とした、国際的な第三者試験認証機関です。」 

・「堆肥施設での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一

例）」との記載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、

「３０日後」としてビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、

「６０日後」としてビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の

画像及び「９０日後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す

画像 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります。」 

本件商品⑤ 

（ 別 添 写

し ２ － １

－５） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

  本件商品⑥ 

（ 別 添 写

し ２ － １

－６） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

1
5



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

「Ａｍａ

ｚｏｎ．ｃ

ｏ．ｊｐ」

と称する

ウェブサ

イトに開

設したウ

ェブペー

ジ 

（以下「ア

マゾンに

開設した

ウェブペ

ージ」とい

う。） 

遅くとも令

和４年７月

６日以降 

・「生分解性」 

・「トウモロコシを主原料としたＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい ポリ

乳酸」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチックと

は、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微生

物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」及び「【Ｐ

ＬＡ樹脂の特性】・有機肥料の質に影響を与えない。・埋め立てたり投棄さ

れても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがな

い。・生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいとアピール

できる。」 

・「環境にやさしい生分解性レジ袋」 

・「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭ

ＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ 

ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」

との記載と共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト並びに「Ｈ

ＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「Ｈ

ＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解

性認証のマークのイラスト 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品 環境にやさしい・エコ」 

・手の平に木を載せたイラストと共に、「生分解性」、「本製品は、持続可能

な資源の活用にこだわっています。優れた生分解性と産業コンポスト条件

下での堆肥化が可能な分解性プラ製品です。 ＡＳＴＭ（米国試験材料協

会）が定める基準を満たし、米国Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｌａｓｔ

ｉｃ Ｉｎ－ｓｔｉｔｕｔｅの発行するコンポスト認証を取得しておりま

す。 また欧州の生分解性製品の認証機関であるＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ社

の“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ”を取得いたしました。今回取得した“ＯＫ Ｃ

本件商品② 

（ 別 添 写

し ４ － １

－２） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

 本件商品③ 

（ 別 添 写

し ４ － １

－３） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

1
6



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ｏｍｐｏｓｔ ＨＯＭＥ”は一般家庭のコンポストで生分解が可能である

ことを認証するものです。」、「認証マーク」、「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴ

ＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬ

Ｙ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵ

Ｒ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」との記載と共にＢＰＩによ

る生分解性認証のマークのイラスト、「ＨＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓ

ｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「ＨＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載

と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解性認証のマークのイラスト、

「※ＢＰＩ認証とは： Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｒｏｄｕｃｔｓ 

  Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ 米国生分解素材認証機関（ＢＰＩ）による、生分解

認証発行システム。生分解製品の使用促進を目的に立ち上げ。国際的にも認

知度が高い。」並びに「※ＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ（テュフアースとリア）

とは： 欧州を中心に生分解性材料・製品の認証を行っている認証機関で、

技術的な安全と品質の評価を専門とした、国際的な第三者試験認証機関で

す。」 

・「植物連鎖によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡単に予

想できます。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラスチック

になり、魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラスト及

び「捨てられたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼却処

分、残りの７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解するには

何世紀もかかります。」 

・「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）とは、

ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微生物な

どにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」、「・地球にや

さしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用後は生ゴミと同様にコン

ポストで処理することができます。焼却された場合でも有害物質を発生し

本件商品⑤ 

（ 別 添 写

し ４ － １

－５） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

  本件商品⑥ 

（ 別 添 写

し ４ － １

－６） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

1
7



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ないので安全です。」、「メリット」、「・有機肥料の質に影響を与えない」、

「・有機リサイクル可能」及び「・投棄されても、微生物が食べて分解して

くれるので、ゴミとしてたまることがない」との記載と共に、手の平に地球

を載せたイラスト 

・「堆肥施設での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一

例）」との記載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、

「３０日後」としてビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、

「６０日後」としてビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の

画像及び「９０日後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す

画像 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります。」 

  

 遅くとも令

和４年７月

４日以降 

・「生分解性」 

・「トウモロコシを主原料としたＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい ポリ

乳酸 エコバッグ」 

・「生分解性ゴミ袋」 

・「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭ

ＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ 

ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７

１」との記載と共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト並びに

「ＨＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及

び「ＨＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる

生分解性認証のマークのイラスト 

・手の平に木を載せたイラストと共に、「生分解性」、「本製品は、持続可能

な資源の活用にこだわっています。優れた生分解性と産業コンポスト条件

下での堆肥化が可能な分解性プラ製品です。 ＡＳＴＭ（米国試験材料協

本件商品① 

（ 別 添 写

し ４ － １

－１） 

投棄されても自然環境中で微生

物によって水と二酸化炭素に分

解される生分解性 

1
8



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  会）が定める基準を満たし、米国Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｌａｓｔ

ｉｃ Ｉｎ－ｓｔｉｔｕｔｅの発行するコンポスト認証を取得しておりま

す。 また欧州の生分解性製品の認証機関であるＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ社

の“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ”を取得いたしました。今回取得した“ＯＫ Ｃ

ｏｍｐｏｓｔ ＨＯＭＥ”は一般家庭のコンポストで生分解が可能である

ことを認証するものです。」、「認証マーク」、「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴ

ＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬ

Ｙ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵ

Ｒ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」との記載と共にＢＰＩによ

る生分解性認証のマークのイラスト、「ＨＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓ

ｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「ＨＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載

と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解性認証のマークのイラスト、

「※ＢＰＩ認証とは： Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｒｏｄｕｃｔｓ

 Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ 米国生分解素材認証機関（ＢＰＩ）による、生分解

認証発行システム。生分解製品の使用促進を目的に立ち上げ。国際的にも認

知度が高い。」並びに「※ＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ（テュフアースとリア）

とは： 欧州を中心に生分解性材料・製品の認証を行っている認証機関で、

技術的な安全と品質の評価を専門とした、国際的な第三者試験認証機関で

す。」 

・「植物連鎖によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡単に予

想できます。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラスチック

になり、魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラスト及

び「捨てられたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼却処

分、残りの７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解するには

何世紀もかかります。」 

・「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）とは、

  

1
9



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微生物な

どにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」、「・地球にや

さしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用後は生ゴミと同様にコン

ポストで処理することができます。焼却された場合でも有害物質を発生し

ないので安全です。」、「メリット」、「・有機肥料の質に影響を与えない」、

「・有機リサイクル可能」及び「・投棄されても、微生物が食べて分解して

くれるので、ゴミとしてたまることがない」との記載と共に、手の平に地球

を載せたイラスト 

・「堆肥施設での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一

例）」との記載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、

「３０日後」としてビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、

「６０日後」としてビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の

画像及び「９０日後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す

画像 

  

「Ｑｏｏ

１０」と称

するウェ

ブサイト

に開設し

た「Ｓｔａ

ｒＱ  Ｏ

ｎｌｉｎ

ｅ  Ｑｏ

ｏ１０店」

と称する

自社ウェ

ブサイト

遅くとも令

和４年７月

８日以降 

・「生分解性」 

・「ＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい」 

・「環境にやさしい生分解性」 

・「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭ

ＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ 

ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」

との記載と共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト並びに「Ｈ

ＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「Ｈ

ＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解

性認証のマークのイラスト 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品 環境にやさしい・エコ」 

・「植物連鎖によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡単に予

想できます。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラスチック

本件商品②

（別添写し

５ － １ －

２） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

2
0



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

（以下「Ｑ

ｏｏ１０

に開設し

た自社ウ

ェブサイ

ト」とい

う。） 

 になり、魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラスト、

「捨てられたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼却処分、

残りの７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解するには何世

紀もかかります。」、「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・ＰＬＡ樹

脂（ポリ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低

分子化され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解され

ます。」、「・地球にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用

後は生ゴミと同様にコンポストで処理することができます。焼却された場

合でも有害物質を発生しないので安全です。」、「メリット」、「・有機肥

料の質に影響を与えない」、「・有機リサイクル可能」及び「・投棄されて

も、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない」

との記載と共に、レジ袋の画像及び手の平に地球を載せたイラスト 

・手の平に木を載せたイラストと共に、「生分解性」、「本製品は、持続可能

な資源の活用にこだわっています。優れた生分解性と産業コンポスト条件

下での堆肥化が可能な分解性プラ製品です。 ＡＳＴＭ（米国試験材料協

会）が定める基準を満たし、米国Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｌａｓｔ

ｉｃ Ｉｎ－ｓｔｉｔｕｔｅの発行するコンポスト認証を取得しておりま

す。 また欧州の生分解性製品の認証機関であるＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ社

の“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ”を取得いたしました。今回取得した“ＯＫ Ｃ

ｏｍｐｏｓｔ ＨＯＭＥ”は一般家庭のコンポストで生分解が可能である

ことを認証するものです。」、「認証マーク」、「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴ

ＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬ

Ｙ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵ

Ｒ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」との記載と共にＢＰＩによ

る生分解性認証のマークのイラスト、「ＨＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓ

ｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「ＨＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載

本件商品③ 

（別添写し

５ － １ －

３） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

  本件商品④ 

（別添写し

５ － １ －

４） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

2
1



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解性認証のマークのイラスト、

「※ＢＰＩ認証とは： Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｒｏｄｕｃｔｓ 

  Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ 米国生分解素材認証機関（ＢＰＩ）による、生分解

認証発行システム。生分解製品の使用促進を目的に立ち上げ。国際的にも認

知度が高い。」、「※ＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ（テュフアースとリア）とは： 

欧州を中心に生分解性材料・製品の認証を行っている認証機関で、技術的な

安全と品質の評価を専門とした、国際的な第三者試験認証機関です。」並び

に「堆肥施設での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一

例）」との記載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、「３

０日後」としてビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、「６

０日後」としてビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の画像及

び「９０日後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す画像 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ ＰＢ

ＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります。」 

・「主な原材料 生分解性プラスチック」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】・ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチック

とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微

生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。・地球に

やさしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用後は生ゴミと同様に

コンポストで処理することができます。」 

・「【ＰＬＡ樹脂の特性】・有機肥料の質に影響を与えない。・埋め立てたり

投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまるこ

とがない。・生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいとア

ピールできる。」 

  

2
2



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

 令和４年７

月１日以降 

・「生分解性ゴミ袋」 

・「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭ

ＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ 

ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」

との記載と共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト並びに「Ｈ

ＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「Ｈ

ＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解

性認証のマークのイラスト 

・「生分解性」 

・「ＰＬＡポリ乳酸」 

・「ＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい」 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品 環境にやさしい・エコ」 

・「植物連鎖によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡単に予

想できます。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラスチック

になり、魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラスト、

「捨てられたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼却処分、

残りの７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解するには何世

紀もかかります。」、「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・ＰＬＡ樹

脂（ポリ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低

分子化され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解され

ます。」、「・地球にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用

後は生ゴミと同様にコンポストで処理することができます。焼却された場

合でも有害物質を発生しないので安全です。」、「メリット」、「・有機肥

料の質に影響を与えない」、「・有機リサイクル可能」及び「・投棄されて

も、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない」

との記載と共に手の平に地球を載せたイラスト 

本件商品① 

（ 別 添 写

し ５ － １

－１） 

投棄されても自然環境中で微生

物によって水と二酸化炭素に分

解される生分解性 

2
3



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ・手の平に木を載せたイラストと共に、「生分解性」、「本製品は、持続可能

な資源の活用にこだわっています。優れた生分解性と産業コンポスト条件

下での堆肥化が可能な分解性プラ製品です。 ＡＳＴＭ（米国試験材料協

会）が定める基準を満たし、米国Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｌａｓｔ

ｉｃ Ｉｎ－ｓｔｉｔｕｔｅの発行するコンポスト認証を取得しておりま

す。 また欧州の生分解性製品の認証機関であるＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ社

の“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ”を取得いたしました。今回取得した“ＯＫ Ｃ

ｏｍｐｏｓｔ ＨＯＭＥ”は一般家庭のコンポストで生分解が可能である

ことを認証するものです。」、「認証マーク」、「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴ

ＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬ

Ｙ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵ

Ｒ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」との記載と共にＢＰＩによ

る生分解性認証のマークのイラスト、「ＨＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓ

ｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「ＨＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載

と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解性認証のマークのイラスト、

「※ＢＰＩ認証とは： Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｒｏｄｕｃｔｓ

 Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ 米国生分解素材認証機関（ＢＰＩ）による、生分解

認証発行システム。生分解製品の使用促進を目的に立ち上げ。国際的にも認

知度が高い。」、「※ＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ（テュフアースとリア）とは：

 欧州を中心に生分解性材料・製品の認証を行っている認証機関で、技術的

な安全と品質の評価を専門とした、国際的な第三者試験認証機関です。」並

びに「堆肥施設での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一

例）」との記載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、「３

０日後」としてビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、「６

０日後」としてビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の画像及

び「９０日後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す画像 

  

2
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります。」 

  

 令和４年７

月１日以降 

・「生分解性」 

・「ＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい」 

・「環境にやさしい生分解性」 

・「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭ

ＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ 

ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」

との記載と共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト並びに「Ｈ

ＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「Ｈ

ＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解

性認証のマークのイラスト 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品 環境にやさしい・エコ」 

・「植物連鎖によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡単に予

想できます。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラスチック

になり、魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラスト、

「捨てられたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼却処分、

残りの７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解するには何世

紀もかかります。」、「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・ＰＬＡ樹

脂（ポリ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低

分子化され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解され

ます。」、「・地球にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用

後は生ゴミと同様にコンポストで処理することができます。焼却された場

合でも有害物質を発生しないので安全です。」、「メリット」、「・有機肥

料の質に影響を与えない」、「・有機リサイクル可能」及び「・投棄されて

本件商品⑤ 

（ 別 添 写

し ５ － １

－５） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

  本件商品⑥ 

（ 別 添 写

し ５ － １

－６） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

2
5



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  も、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない」

との記載と共に、レジ袋の画像及び手の平に地球を載せたイラスト 

・手の平に木を載せたイラストと共に、「生分解性」、「本製品は、持続可能

な資源の活用にこだわっています。優れた生分解性と産業コンポスト条件

下での堆肥化が可能な分解性プラ製品です。 ＡＳＴＭ（米国試験材料協

会）が定める基準を満たし、米国Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｌａｓｔ

ｉｃ Ｉｎ－ｓｔｉｔｕｔｅの発行するコンポスト認証を取得しておりま

す。 また欧州の生分解性製品の認証機関であるＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ社

の“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ”を取得いたしました。今回取得した“ＯＫ Ｃ

ｏｍｐｏｓｔ ＨＯＭＥ”は一般家庭のコンポストで生分解が可能である

ことを認証するものです。」、「認証マーク」、「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴ

ＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬ

Ｙ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵ

Ｒ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」との記載と共にＢＰＩによ

る生分解性認証のマークのイラスト、「ＨＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓ

ｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「ＨＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載

と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解性認証のマークのイラスト、

「※ＢＰＩ認証とは： Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｒｏｄｕｃｔｓ 

  Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ 米国生分解素材認証機関（ＢＰＩ）による、生分解

認証発行システム。生分解製品の使用促進を目的に立ち上げ。国際的にも認

知度が高い。」、「※ＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ（テュフアースとリア）とは： 

欧州を中心に生分解性材料・製品の認証を行っている認証機関で、技術的な

安全と品質の評価を専門とした、国際的な第三者試験認証機関です。」並び

に「堆肥施設での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一

例）」との記載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、「３

０日後」としてビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、「６

  

2
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ０日後」としてビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の画像及

び「９０日後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す画像 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります。」 

・「主な原材料 生分解性プラスチック」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】・ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチック

とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微

生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。・地球に

やさしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用後は生ゴミと同様に

コンポストで処理することができます。」 

・「【ＰＬＡ樹脂の特性】・有機肥料の質に影響を与えない。・埋め立てたり

投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまるこ

とがない。・生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいとア

ピールできる。」 

  

「 ａ ｕ  

Ｐ Ａ Ｙ 

マーケッ

ト」と称す

るウェブ

サイトに

開設した

「Ｓｔａ

ｒＱ  Ｏ

ｎｌｉｎ

令和４年３

月１８日以

降 

・「生分解性ゴミ袋」 

・「生分解性プラスチックごみ袋」 

・「ＰＬＡ＋ＰＢＡＴ ポリ乳酸 環境に優しい 生分解性プラ 脱プラ対

策」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「登

録番号Ｎｏ．１１４８」 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品」 

・「成分：ＰＬＡ、ＰＢＡＴなど」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「Ｎ

ｏ．１１４８」 

本件商品① 

（ 別 添 写

し ６ － １

－１） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

2
7



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

ｅ」と称す

る自社ウ

ェブサイ

ト 

（以下「ａ

ｕ  ＰＡ

Ｙに開設

した自社

ウェブサ

イト」とい

う。） 

 ・「この製品は生分解性プラスチックでできています。（自然界の微生物で水

と二酸化炭素に分解されるプラスチック）左記のマークは日本バイオプラ

スチック協会（ＪＢＰＡ）認定生分解性プラ商品であることを表していま

す。生分解性プラとは、安全性が確認され、かつ樹木等と同じ程度、或いは

それ以上の速度で生分解性を受けるプラスチック製品です。生分解の速度

は温度・湿度・微生物の影響で変わります。」 

・「本製品は植物由来の原料（ＰＬＡ）を配合しております。石油系原料およ

び二酸化炭素の排出の削減に貢献しています。」、「家庭堆肥等方法により、

９０％以上自然に帰る。」、「植物由来成分３０％含有」、「堆肥施設での

生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一例）」との記載と共

に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、「３０日後」としてビ

ニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、「６０日後」としてビ

ニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の画像、「９０日後」とし

てビニールが更に細かくなっている様子を示す画像及び「※日本バイオプ

ラスチック協会掲載」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ」、「※日本バイオプラスチック協会

とは、循環型社会の実現に重要な役割を果たす新素材であるバイオプラス

チック（生分解性プラスチックとバイオマスプラスチックの総称）の普及

促進と試験・評価制度の確立を目的に、１９８９年に設立された民間団体

です。」、「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラス

ト、「生分解性プラスチックは、その微生物分解性により使用後の環境負

荷低減につながる環境配慮型のプラスチックです。しかしその機能を有効

に活用するためには一般の非生分解性プラスチック製品との識別、分別回

収が必要な事に加え、分解した後も土壌などに悪影響を与えない安全性の

保障が必要です。生分解性プラ識別表示制度は、こうした生分解性の基準

  

2
8



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『生分解性プラ』のマークと

名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正しい使用法と製

品の普及促進を目的とする制度です。」、「生分解性プラの基準の概要」、

「１．全ての構成材料（成分）はＰＬに登録されていなければならない。 

２．構成材料としてＰＬの分類Ａに登録された生分解性合成高分子化合物

を含まなければならない。 ３．生分解性合成高分子化合物（ＰＬ分類Ａ）

と天然有機材料（ＰＬ分類Ｂ－８）の総計を５０．０重量または体積％以

上含むものでなければならない。 ４．１重量％以上含まれるすべての有

機材料は、当委員会が指定する生分解性試験において６０％以上の生分解

度が確認されたものでなければならない。 ５．１重量％未満の非生分解

性有機材料の合計量は、５重量％未満でなければならない。 ６．含まれ

る特定元素の量は、上限値を超えてはならない。」及び「ＴＪＣ株式会社の

取り扱い商品はＪＢＰＡの『生分解性プラ』マックを取得済です。」 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります」 

・「【ＰＬＡ樹脂の特性】●有機肥料の質に影響を与えない。●埋め立てた

り投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまる

ことがない。●生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいと

アピールできる。」 

・「【主な原材料】生分解性プラスチック」 

  

2
9



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

 令和４年３

月１７日以

降 

・「生分解性」 

・「ＰＬＡ＋ＰＢＡＴ 環境に優しい 生分解性プラ 脱プラ対策」 

・「環境にやさしい生分解性」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「登

録番号Ｎｏ．１１４７」 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品」 

・「生分解性レジ袋」 

・「成分：ＰＬＡ、ＰＢＡＴなど」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「Ｎ

ｏ．１１４７」 

・「この製品は生分解性プラスチックでできています。（自然界の微生物で

水と二酸化炭素に分解されるプラスチック）左記のマークは日本バイオプ

ラスチック協会（ＪＢＰＡ）認定生分解性プラ製品であることを表してい

ます。生分解性プラとは、安全性が確認され、かつ樹木等と同じ程度、或

いはそれ以上の速度で生分解性を受けるプラスチック商品です。生分解の

速度は温度・湿度・微生物の影響で変わります。」 

・「本製品は植物由来の原料（ＰＬＡ）を配合しております。石油系原料およ

び二酸化炭素の排出の削減に貢献しています。」、「家庭堆肥等方法により、

９０％以上自然に帰る。」、「植物由来成分３０％含有」、「堆肥施設での

生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一例）」との記載と共

に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、「３０日後」としてビ

ニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、「６０日後」としてビ

ニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の画像、「９０日後」とし

てビニールが更に細かくなっている様子を示す画像及び「※日本バイオプ

ラスチック協会掲載」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

本件商品② 

（ 別 添 写

し ６ － １

－２） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

3
0



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ」、「※日本バイオプラスチック協会

とは、循環型社会の実現に重要な役割を果たす新素材であるバイオプラス

チック（生分解性プラスチックとバイオマスプラスチックの総称）の普及

促進と試験・評価制度の確立を目的に、１９８９年に設立された民間団体

です。」、「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラス

ト、「生分解性プラスチックは、その微生物分解性により使用後の環境負

荷低減につながる環境配慮型のプラスチックです。しかしその機能を有効

に活用するためには一般の非生分解性プラスチック製品との識別、分別回

収が必要な事に加え、分解した後も土壌などに悪影響を与えない安全性の

保障が必要です。生分解性プラ識別表示制度は、こうした生分解性の基準

と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『生分解性プラ』のマークと

名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正しい使用法と製

品の普及促進を目的とする制度です。」、「生分解性プラの基準の概要」、

「１．全ての構成材料（成分）はＰＬに登録されていなければならない。 

２．構成材料としてＰＬの分類Ａに登録された生分解性合成高分子化合物

を含まなければならない。 ３．生分解性合成高分子化合物（ＰＬ分類Ａ）

と天然有機材料（ＰＬ分類Ｂ－８）の総計を５０．０重量または体積％以

上含むものでなければならない。 ４．１重量％以上含まれるすべての有

機材料は、当委員会が指定する生分解性試験において６０％以上の生分解

度が確認されたものでなければならない。 ５．１重量％未満の非生分解

性有機材料の合計量は、５重量％未満でなければならない。 ６．含まれ

る特定元素の量は、上限値を超えてはならない。」及び「ＴＪＣ株式会社の

取り扱い商品はＪＢＰＡの『生分解性プラ』マックを取得済です。」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチックと

は、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微生物

などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」及び「【ＰＬ

本件商品④ 

（ 別 添 写

し ６ － １

－４） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

3
1



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  Ａ樹脂の特性】●有機肥料の質に影響を与えない。●埋め立てたり投棄され

ても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない。

●生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいとアピールでき

る。」 

・「【主な原材料】生分解性プラスチック」 

  

 令和４年３

月１７日以

降 

・「生分解性」 

・「ＰＬＡ＋ＰＢＡＴ 環境に優しい 生分解性プラ 脱プラ対策」 

・「環境にやさしい生分解性」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「登

録番号Ｎｏ．１１４７」 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品」 

・「生分解性レジ袋」 

・「成分：ＰＬＡ、ＰＢＡＴなど」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「Ｎ

ｏ．１１４７」 

・「この製品は生分解性プラスチックでできています。（自然界の微生物で

水と二酸化炭素に分解されるプラスチック）左記のマークは日本バイオプ

ラスチック協会（ＪＢＰＡ）認定生分解性プラ商品であることを表してい

ます。生分解性プラとは、安全性が確認され、かつ樹木等と同じ程度、或

いはそれ以上の速度で生分解性を受けるプラスチック製品です。生分解の

速度は温度・湿度・微生物の影響で変わります。」 

・「本製品は植物由来の原料（ＰＬＡ）を配合しております。石油系原料およ

び二酸化炭素の排出の削減に貢献しています。」、「家庭堆肥等方法によ

り、９０％以上自然に帰る。」、「植物由来成分３０％含有」、「堆肥施設

での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一例）」との記

載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、「３０日後」と

本件商品③ 

（ 別 添 写

し ６ － １

－３） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

3
2



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  してビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、「６０日後」と

してビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の画像、「９０日

後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す画像及び「※日本

バイオプラスチック協会掲載」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ」、「※日本バイオプラスチック協会

とは、循環型社会の実現に重要な役割を果たす新素材であるバイオプラス

チック（生分解性プラスチックとバイオマスプラスチックの総称）の普及

促進と試験・評価制度の確立を目的に、１９８９年に設立された民間団体

です。」、「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラス

ト、「生分解性プラスチックは、その微生物分解性により使用後の環境負

荷低減につながる環境配慮型のプラスチックです。しかしその機能を有効

に活用するためには一般の非生分解性プラスチック製品との識別、分別回

収が必要な事に加え、分解した後も土壌などに悪影響を与えない安全性の

保障が必要です。生分解性プラ識別表示制度は、こうした生分解性の基準

と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『生分解性プラ』のマークと

名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正しい使用法と製

品の普及促進を目的とする制度です。」、「生分解性プラの基準の概要」、

「１．全ての構成材料（成分）はＰＬに登録されていなければならない。 

２．構成材料としてＰＬの分類Ａに登録された生分解性合成高分子化合物

を含まなければならない。 ３．生分解性合成高分子化合物（ＰＬ分類Ａ）

と天然有機材料（ＰＬ分類Ｂ－８）の総計を５０．０重量または体積％以

上含むものでなければならない。 ４．１重量％以上含まれるすべての有

機材料は、当委員会が指定する生分解性試験において６０％以上の生分解

度が確認されたものでなければならない。 ５．１重量％未満の非生分解

性有機材料の合計量は、５重量％未満でなければならない。 ６．含まれ

  

3
3



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  る特定元素の量は、上限値を超えてはならない。」及び「ＴＪＣ株式会社の

取り扱い商品はＪＢＰＡの『生分解性プラ』マックを取得済です。」 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります」 

・「【ＰＬＡ樹脂の特性】●有機肥料の質に影響を与えない。●埋め立てた

り投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまる

ことがない。●生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいと

アピールできる。」 

・「【主な原材料】生分解性プラスチック」 

  

 令和４年３

月１７日以

降 

・「生分解性」 

・「ＰＬＡ＋ＰＢＡＴ 環境に優しい 生分解性プラ 脱プラ対策」 

・「環境にやさしい生分解性」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「登

録番号Ｎｏ．１１４７」 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品」 

・「生分解性レジ袋」 

・「成分：ＰＬＡ、ＰＢＡＴなど」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「Ｎ

ｏ．１１４７」 

・「この製品は生分解性プラスチックでできています。（自然界の微生物で

水と二酸化炭素に分解されるプラスチック）左記のマークは日本バイオプ

ラスチック協会（ＪＢＰＡ）認定生分解性プラ商品であることを表してい

ます。生分解性プラとは、安全性が確認され、かつ樹木等と同じ程度、或

いはそれ以上の速度で生分解性を受けるプラスチック製品です。生分解の

本件商品⑤ 

（ 別 添 写

し ６ － １

－５） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

3
4



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  速度は温度・湿度・微生物の影響で変わります。」 

・「本製品は植物由来の原料（ＰＬＡ）を配合しております。石油系原料およ

び二酸化炭素の排出の削減に貢献しています。」、「家庭堆肥等方法によ

り、９０％以上自然に帰る。」、「植物由来成分３０％含有」、「堆肥施設

での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一例）」との記

載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、「３０日後」と

してビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、「６０日後」と

してビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の画像、「９０日

後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す画像及び「※日本

バイオプラスチック協会掲載」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ」、「※日本バイオプラスチック協会

とは、循環型社会の実現に重要な役割を果たす新素材であるバイオプラス

チック（生分解性プラスチックとバイオマスプラスチックの総称）の普及

促進と試験・評価制度の確立を目的に、１９８９年に設立された民間団体

です。」、「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラス

ト、「生分解性プラスチックは、その微生物分解性により使用後の環境負

荷低減につながる環境配慮型のプラスチックです。しかしその機能を有効

に活用するためには一般の非生分解性プラスチック製品との識別、分別回

収が必要な事に加え、分解した後も土壌などに悪影響を与えない安全性の

保障が必要です。生分解性プラ識別表示制度は、こうした生分解性の基準

と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『生分解性プラ』のマークと

名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正しい使用法と製

品の普及促進を目的とする制度です。」、「生分解性プラの基準の概要」、

「１．全ての構成材料（成分）はＰＬに登録されていなければならない。 

２．構成材料としてＰＬの分類Ａに登録された生分解性合成高分子化合物
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  を含まなければならない。 ３．生分解性合成高分子化合物（ＰＬ分類Ａ）

と天然有機材料（ＰＬ分類Ｂ－８）の総計を５０．０重量または体積％以

上含むものでなければならない。 ４．１重量％以上含まれるすべての有

機材料は、当委員会が指定する生分解性試験において６０％以上の生分解

度が確認されたものでなければならない。 ５．１重量％未満の非生分解

性有機材料の合計量は、５重量％未満でなければならない。 ６．含まれ

る特定元素の量は、上限値を超えてはならない。」及び「ＴＪＣ株式会社の

取り扱い商品はＪＢＰＡの『生分解性プラ』マックを取得済です。」 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチック

とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微

生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」及び

「【ＰＬＡ樹脂の特性】●有機肥料の質に影響を与えない。●埋め立てた

り投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまる

ことがない。●生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいと

アピールできる。」 

・「【主な原材料】生分解性プラスチック」 

  

 令和４年３

月１７日以

降 

・「生分解性」 

・「ＰＬＡ＋ＰＢＡＴ 環境に優しい 生分解性プラ 脱プラ対策」 

・「環境にやさしい生分解性」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「登

録番号Ｎｏ．１１４７」 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「Ｎ

本件商品⑥ 

（ 別 添 写

し ６ － １

－６） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって分

解される生分解性 

3
6



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ｏ．１１４７」 

・「本製品は植物由来の原料（ＰＬＡ）を配合しております。石油系原料お

よび二酸化炭素の排出の削減に貢献しています。」、「家庭堆肥等方法に

より、９０％以上自然に帰る。」、「植物由来成分３０％含有」、「堆肥

施設での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一例）」と

の記載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、「３０日

後」としてビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、「６０

日後」としてビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の画像、

「９０日後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す画像及び

「※日本バイオプラスチック協会掲載」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ」、「※日本バイオプラスチック協会

とは、循環型社会の実現に重要な役割を果たす新素材であるバイオプラス

チック（生分解性プラスチックとバイオマスプラスチックの総称）の普及

促進と試験・評価制度の確立を目的に、１９８９年に設立された民間団体

です。」、「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラス

ト、「生分解性プラスチックは、その微生物分解性により使用後の環境負

荷低減につながる環境配慮型のプラスチックです。しかしその機能を有効

に活用するためには一般の非生分解性プラスチック製品との識別、分別回

収が必要な事に加え、分解した後も土壌などに悪影響を与えない安全性の

保障が必要です。生分解性プラ識別表示制度は、こうした生分解性の基準

と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『生分解性プラ』のマークと

名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正しい使用法と製

品の普及促進を目的とする制度です。」、「生分解性プラの基準の概要」、

「１．全ての構成材料（成分）はＰＬに登録されていなければならない。 

２．構成材料としてＰＬの分類Ａに登録された生分解性合成高分子化合物
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  を含まなければならない。 ３．生分解性合成高分子化合物（ＰＬ分類Ａ）

と天然有機材料（ＰＬ分類Ｂ－８）の総計を５０．０重量または体積％以

上含むものでなければならない。 ４．１重量％以上含まれるすべての有

機材料は、当委員会が指定する生分解性試験において６０％以上の生分解

度が確認されたものでなければならない。 ５．１重量％未満の非生分解

性有機材料の合計量は、５重量％未満でなければならない。 ６．含まれ

る特定元素の量は、上限値を超えてはならない。」及び「ＴＪＣ株式会社の

取り扱い商品はＪＢＰＡの『生分解性プラ』マックを取得済です。」 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります」 

・「【ＰＬＡ樹脂の特性】●有機肥料の質に影響を与えない。●埋め立てた

り投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまる

ことがない。●生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいと

アピールできる。」 

・「【主な原材料】生分解性プラスチック」 
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別表２ 

表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

自社ウェ

ブサイト 

遅くとも令

和４年７月

２日以降 

・「生分解性ゴミ袋」 

・「生分解性プラスチックごみ袋」 

・「ＰＬＡ＋ＰＢＡＴ ポリ乳酸 環境に優しい 完全生分解性プラ 脱プ

ラ対策」 

・「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭ

ＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ 

ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」

との記載と共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト並びに「Ｈ

ＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「Ｈ

ＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解

性認証のマークのイラスト 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品 環境にやさしい・エコ」 

・「植物連鎖によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡単に予

想できます。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラスチック

になり、魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラスト、

「捨てられたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼却処分、

残りの７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解するには何世

紀もかかります。」、「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・ＰＬＡ樹

脂（ポリ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低

分子化され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解され

ます。」、「・地球にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用

後は生ゴミと同様にコンポストで処理することができます。焼却された場

合でも有害物質を発生しないので安全です。」、「メリット」、「・有機肥

料の質に影響を与えない」、「・有機リサイクル可能」及び「・投棄されて

も、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない」

との記載と共に手の平に地球を載せたイラスト 

本件商品① 

（ 別 添 写

し １ － １

－１） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ・手の平に木を載せたイラストと共に、「生分解性」、「本製品は、持続可

能な資源の活用にこだわっています。優れた生分解性と産業コンポスト条

件下での堆肥化が可能な分解性プラ製品です。 ＡＳＴＭ（米国試験材料

協会）が定める基準を満たし、米国Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｌａ

ｓｔｉｃ Ｉｎ－ｓｔｉｔｕｔｅの発行するコンポスト認証を取得して

おります。 また欧州の生分解性製品の認証機関であるＴÜＶ ＡＵＳＴ

ＲＩＡ社の“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ”を取得いたしました。今回取得した

“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ ＨＯＭＥ”は一般家庭のコンポストで生分解が

可能であることを認証するものです。」、「認証マーク」、「ＢＰＩ Ｃ

ＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭＰＯＳＴＡ

ＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ ＥＸＩＳＴ

 ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」との記載

と共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト、「ＨＯＭＥ」、「Ｏ

Ｋ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「ＨＯＭＥ Ｓ０

６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解性認証のマ

ークのイラスト、「※ＢＰＩ認証とは： Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ 

Ｐｒｏｄｕｃｔｓ Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ 米国生分解素材認証機関（ＢＰ

Ｉ）による、生分解認証発行システム。生分解製品の使用促進を目的に立

ち上げ。国際的にも認知度が高い。」、「※ＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ（テュ

フアースとリア）とは： 欧州を中心に生分解性材料・製品の認証を行っ

ている認証機関で、技術的な安全と品質の評価を専門とした、国際的な第

三者試験認証機関です。」並びに「堆肥施設での生分解性プラスチック製

品生ゴミ袋の生分解の様子（一例）」との記載と共に、「初期状態」とし

てゴミ袋の画像、矢印の画像、「３０日後」としてビニールが崩壊してい

る様子を示す画像、矢印の画像、「６０日後」としてビニールが細かくな

っている様子を示す画像、矢印の画像及び「９０日後」としてビニールが

  

4
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  更に細かくなっている様子を示す画像 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります。」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチック

とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微

生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」及び

「【ＰＬＡ樹脂の特性】●有機肥料の質に影響を与えない。●埋め立てた

り投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまる

ことがない。●生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいと

アピールできる。」 

  

 遅くとも令

和４年７月

２日以降 

・「生分解性」 

・「ＰＬＡ＋ＰＢＡＴ 環境に優しい 生分解性プラ 脱プラ対策」 

・「環境にやさしい生分解性」 

・「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭ

ＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ 

ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」

との記載と共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト並びに「Ｈ

ＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「Ｈ

ＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解

性認証のマークのイラスト 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品 環境にやさしい・エコ」 

・「植物連鎖によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡単に予

想できます。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラスチック

になり、魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラスト、

「捨てられたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼却処分、

残りの７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解するには何世

本件商品② 

（ 別 添 写

し １ － １

－２） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  紀もかかります。」、「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・ＰＬＡ樹

脂（ポリ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低

分子化され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解され

ます。」、「・地球にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用

後は生ゴミと同様にコンポストで処理することができます。焼却された場

合でも有害物質を発生しないので安全です。」、「メリット」、「・有機肥

料の質に影響を与えない」、「・有機リサイクル可能」及び「・投棄されて

も、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない」

との記載と共に、レジ袋の画像及び手の平に地球を載せたイラスト 

・手の平に木を載せたイラストと共に、「生分解性」、「本製品は、持続可

能な資源の活用にこだわっています。優れた生分解性と産業コンポスト条

件下での堆肥化が可能な分解性プラ製品です。 ＡＳＴＭ（米国試験材料

協会）が定める基準を満たし、米国Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｌａ

ｓｔｉｃ Ｉｎ－ｓｔｉｔｕｔｅの発行するコンポスト認証を取得して

おります。 また欧州の生分解性製品の認証機関であるＴÜＶ ＡＵＳＴ

ＲＩＡ社の“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ”を取得いたしました。今回取得した

“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ ＨＯＭＥ”は一般家庭のコンポストで生分解が

可能であることを認証するものです。」、「認証マーク」、「ＢＰＩ Ｃ

ＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭＰＯＳＴＡ

ＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ ＥＸＩＳＴ 

ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」との記載と

共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト、「ＨＯＭＥ」、「Ｏ

Ｋ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「ＨＯＭＥ Ｓ０

６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解性認証のマ

ークのイラスト、「※ＢＰＩ認証とは： Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐ

ｒｏｄｕｃｔｓ Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ 米国生分解素材認証機関（ＢＰ

本件商品③ 

（ 別 添 写

し １ － １

－３） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

  本件商品④ 

（ 別 添 写

し １ － １

－４） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

4
2



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  Ｉ）による、生分解認証発行システム。生分解製品の使用促進を目的に立

ち上げ。国際的にも認知度が高い。」、「※ＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ（テュ

フアースとリア）とは： 欧州を中心に生分解性材料・製品の認証を行っ

ている認証機関で、技術的な安全と品質の評価を専門とした、国際的な第

三者試験認証機関です。」並びに「堆肥施設での生分解性プラスチック製

品生ゴミ袋の生分解の様子（一例）」との記載と共に、「初期状態」とし

てゴミ袋の画像、矢印の画像、「３０日後」としてビニールが崩壊してい

る様子を示す画像、矢印の画像、「６０日後」としてビニールが細かくな

っている様子を示す画像、矢印の画像及び「９０日後」としてビニールが

更に細かくなっている様子を示す画像 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります。」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチック

とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微

生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」及び

「【ＰＬＡ樹脂の特性】●有機肥料の質に影響を与えない。●埋め立てた

り投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまる

ことがない。●生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいと

アピールできる。」 

本件商品⑤ 

（ 別 添 写

し １ － １

－５） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

  本件商品⑥ 

（ 別 添 写

し １ － １

－６） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

 令和４年３

月１６日か

ら同年６月

３０日まで

の間 

・「生分解性ゴミ袋」 

・「生分解性プラスチック」及び「ＰＬＡ＋ＰＢＡＴ ポリ乳酸 環境に優

しい 完全生分解性プラ 脱プラ対策」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「登

録番号 Ｎｏ．１１４８」 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品」 

・「成分：ＰＬＡ、ＰＢＡＴなど」 

本件商品① 

（ 別 添 写

し １ － ２

－ １ 及 び

別 添 写 し

１－４） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

4
3



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「Ｎ

ｏ．１１４８」 

・「この製品は生分解性プラスチックでできています。（自然界の微生物で

水と二酸化炭素に分解されるプラスチック）左記のマークは日本バイオプ

ラスチック協会（ＪＢＰＡ）認定生分解性プラ商品であることを表してい

ます。生分解性プラとは、安全性が確認され、かつ樹木等と同じ程度、或

いはそれ以上の速度で生分解性を受けるプラスチック製品です。生分解の

速度は温度・湿度・微生物の影響で変わります。」 

・「本製品は植物由来の原料（ＰＬＡ）を配合しております。石油系原料お

よび二酸化炭素の排出の削減に貢献しています。」、「家庭堆肥等方法に

より、９０％以上自然に帰る。」、「植物由来成分３０％含有」、「堆肥

施設での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一例）」と

の記載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、「３０日

後」としてビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、「６０

日後」としてビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の画像、

「９０日後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す画像及び

「※日本バイオプラスチック協会掲載」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ」、「※日本バイオプラスチック協会

とは、循環型社会の実現に重要な役割を果たす新素材であるバイオプラス

チック（生分解性プラスチックとバイオマスプラスチックの総称）の普及

促進と試験・評価制度の確立を目的に、１９８９年に設立された民間団体

です。」、「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラス

ト、「生分解性プラスチックは、その微生物分解性により使用後の環境負

荷低減につながる環境配慮型のプラスチックです。しかしその機能を有効

に活用するためには一般の非生分解性プラスチック製品との識別、分別回

  

4
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  収が必要な事に加え、分解した後も土壌などに悪影響を与えない安全性の

保障が必要です。生分解性プラ識別表示制度は、こうした生分解性の基準

と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『生分解性プラ』のマークと

名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正しい使用法と製

品の普及促進を目的とする制度です。」、「生分解性プラの基準の概要」、

「１．全ての構成材料（成分）はＰＬに登録されていなければならない。 

２．構成材料としてＰＬの分類Ａに登録された生分解性合成高分子化合物

を含まなければならない。 ３．生分解性合成高分子化合物（ＰＬ分類Ａ）

と天然有機材料（ＰＬ分類Ｂ－８）の総計を５０．０重量または体積％以

上含むものでなければならない。 ４．１重量％以上含まれるすべての有

機材料は、当委員会が指定する生分解性試験において６０％以上の生分解

度が確認されたものでなければならない。 ５．１重量％未満の非生分解

性有機材料の合計量は、５重量％未満でなければならない。 ６．含まれ

る特定元素の量は、上限値を超えてはならない。」及び「ＴＪＣ株式会社の

取り扱い商品はＪＢＰＡの『生分解性プラ』マックを取得済です。」 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチック

とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微

生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」及び

「【ＰＬＡ樹脂の特性】●有機肥料の質に影響を与えない。●埋め立てた

り投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまる

ことがない。●生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいと

アピールできる。」 

・「ＴＪＣの脱プラスチック事業」 

  

4
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ・「環境問題 環境省は１０月１９日、中央環境審議会の専門委員会で、レ

ジ袋の有料化の義務付けを含んだ使い捨てプラスチックの削減戦略の素

案を提示。スーパーやコンビニエンスストアなどの小売業を対象に、２０

２０年度以降の義務化を目指している。」 

・「脱使い捨てプラスティックに向けた世界の取組み」 

・「日本」、「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ Ｂｉ

ｏＰｌａｓｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ 日本バイオプラスチッ

ク協会は、通産省基礎産業局長諮問機関（当時）であった“生分解性プラ

スチック実用化検討委員会の提言に基き発足します。」、「生分解性プラ」

との記載と共に生分解性プラマークのイラスト、「生分解性プラスチック

は、分解した後も土壌などに悪影響を与えない安全性の保障が必要です。

グリーンプラ識別表示制度は、こうした生分解性の基準と、環境適合性の

審査基準を満たした製品に『グリーンプラ』のマークと名称の使用を認め、

一般消費者への正しい理解を広め、正しい使用法と製品の普及を促進する

目的で取り組まれている認証識別制度です。」 

・「ＴＪＣ株式会社の取扱商品はＪＢＰＡのグリーンプラマークを取得済み

です。」 

・「ＴＪＣ株式会社は海洋汚染、地球温暖化といった環境問題への取り組み

の一つとしてＰＬＡに着目、ＰＬＡ素材のストローやゴミ袋、レジ袋とい

った商品を開発しています。」、「ＰＬＡ樹脂生分解性プラスチックとは？」、

「①Ｗｈａｔ ｉｓ ＰＬＡ Ｍａｔｅｒｉａｌ？ 地球温暖化や石油資

源枯渇という近年の環境意識の高まりがあり、その時代の流れから石油由

来に変わる存在として作られたのがＰＬＡ樹脂です。ＰＬＡ樹脂はトウモ

ロコシやジャガイモなどい含まれるデンプンなどの植物由来のプラスチッ

ク素材です。その特性や、破棄後の処理によって二酸化炭素や水などに分

解できることから、多くの製品に使用が開始されています。」、「②ポリ乳
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  酸 植物由来プラスチックであり（Ｐｏｌｙ－Ｌａｃｔｉｃ Ａｃｉｄ：

ＰＬＡ）、石油由来プラスチックの代替材料（ＡＢＳ樹脂の代替）として注

目を浴びています。マルチシート、ハウス用フィルム、レジ袋などに用い

られています。ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受け低分子化さ

れ、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。▶こ

うした性質を持つ生分解性プラスチックの中でも、ポリ乳酸は最も研究・

実用化が進んでいる高分子です。▶土中や海水中でも分解しますが、微生物

の多い堆肥の中では短期間で分解が始まります。▶この時発生した二酸化炭

素はもとが植物由来であるため、全体で見て地球温暖化の原因とされる二

酸化炭素の量を増やすことがありません。」及び「③原材料（とうもろこ

し） ポリ乳酸は、トウモロコシ、イモ類、サトウキビなどの植物から取り

出したでんぷんを酵素の働きでグルコースにし、それを乳酸発酵して得ら

れた乳酸をモノマーとして重合させて合成するポリマーで、乳酸から作り

だされたポリエステル素材といえます。弊社取扱いのＰＬＡは、とうもろ

こしを原材料とし、原産国はアメリカとなります。」 

  

 令和４年３

月１６日か

ら同年６月

３０日まで

の間 

・「生分解性」 

・「ＰＬＡ＋ＰＢＡＴ 環境に優しい 完全生分解性プラ 脱プラ対策」 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品」 

・「生分解性レジ袋」 

・「成分：ＰＬＡ、ＰＢＡＴなど」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「Ｎ

ｏ．１１４７」 

・「この製品は生分解性プラスチックでできています。（自然界の微生物で

水と二酸化炭素に分解されるプラスチック）左記のマークは日本バイオプ

ラスチック協会（ＪＢＰＡ）認定生分解性プラ商品であることを表してい

ます。生分解性プラとは、安全性が確認され、かつ樹木等と同じ程度、或

本件商品② 

（ 別 添 写

し １ － ２

－ ２ 及 び

別 添 写 し

１－４） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

4
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  いはそれ以上の速度で生分解性を受けるプラスチック製品です。生分解の

速度は温度・湿度・微生物の影響で変わります。」 

・「本製品は植物由来の原料（ＰＬＡ）を配合しております。石油系原料およ

び二酸化炭素の排出の削減に貢献しています。」、「家庭堆肥等方法により、

９０％以上自然に帰る。」、「植物由来成分３０％含有」、「堆肥施設での

生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一例）」との記載と共

に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、「３０日後」としてビ

ニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、「６０日後」としてビ

ニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の画像、「９０日後」とし

てビニールが更に細かくなっている様子を示す画像及び「※日本バイオプ

ラスチック協会掲載」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ」、「※日本バイオプラスチック協会

とは、循環型社会の実現に重要な役割を果たす新素材であるバイオプラス

チック（生分解性プラスチックとバイオマスプラスチックの総称）の普及

促進と試験・評価制度の確立を目的に、１９８９年に設立された民間団体

です。」、「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラス

ト、「生分解性プラスチックは、その微生物分解性により使用後の環境負

荷低減につながる環境配慮型のプラスチックです。しかしその機能を有効

に活用するためには一般の非生分解性プラスチック製品との識別、分別回

収が必要な事に加え、分解した後も土壌などに悪影響を与えない安全性の

保障が必要です。生分解性プラ識別表示制度は、こうした生分解性の基準

と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『生分解性プラ』のマークと

名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正しい使用法と製

品の普及促進を目的とする制度です。」、「生分解性プラの基準の概要」、

「１．全ての構成材料（成分）はＰＬに登録されていなければならない。 

本件商品③ 

（ 別 添 写

し １ － ２

－ ３ 及 び

別 添 写 し

１－４） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

  本件商品④ 

（ 別 添 写

し １ － ２

－ ４ 及 び

別 添 写 し

１－４） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ２．構成材料としてＰＬの分類Ａに登録された生分解性合成高分子化合物

を含まなければならない。 ３．生分解性合成高分子化合物（ＰＬ分類Ａ）

と天然有機材料（ＰＬ分類Ｂ－８）の総計を５０．０重量または体積％以

上含むものでなければならない。 ４．１重量％以上含まれるすべての有

機材料は、当委員会が指定する生分解性試験において６０％以上の生分解

度が確認されたものでなければならない。 ５．１重量％未満の非生分解

性有機材料の合計量は、５重量％未満でなければならない。 ６．含まれ

る特定元素の量は、上限値を超えてはならない。」及び「ＴＪＣ株式会社の

取り扱い商品はＪＢＰＡの『生分解性プラ』マックを取得済です。」 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチックと

は、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微生物

などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」及び「【ＰＬ

Ａ樹脂の特性】●有機肥料の質に影響を与えない。●埋め立てたり投棄され

ても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない。

●生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいとアピールでき

る。」 

・「ＴＪＣの脱プラスチック事業」 

・「環境問題 環境省は１０月１９日、中央環境審議会の専門委員会で、レ

ジ袋の有料化の義務付けを含んだ使い捨てプラスチックの削減戦略の素

案を提示。スーパーやコンビニエンスストアなどの小売業を対象に、２０

２０年度以降の義務化を目指している。」 

・「脱使い捨てプラスティックに向けた世界の取組み」 

・「日本」、「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ Ｂｉ

本件商品⑤ 

（ 別 添 写

し １ － ２

－ ５ 及 び

別 添 写 し

１－４） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

  本件商品⑥ 

（ 別 添 写

し １ － ２

－ ６ 及 び

別 添 写 し

１－４） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

4
9



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ｏＰｌａｓｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ 日本バイオプラスチッ

ク協会は、通産省基礎産業局長諮問機関（当時）であった“生分解性プラ

スチック実用化検討委員会の提言に基き発足します。」、「生分解性プラ」

との記載と共に生分解性プラマークのイラスト、「生分解性プラスチック

は、分解した後も土壌などに悪影響を与えない安全性の保障が必要です。

グリーンプラ識別表示制度は、こうした生分解性の基準と、環境適合性の

審査基準を満たした製品に『グリーンプラ』のマークと名称の使用を認め、

一般消費者への正しい理解を広め、正しい使用法と製品の普及を促進する

目的で取り組まれている認証識別制度です。」 

・「ＴＪＣ株式会社の取扱商品はＪＢＰＡのグリーンプラマークを取得済み

です。」 

・「ＴＪＣ株式会社は海洋汚染、地球温暖化といった環境問題への取り組み

の一つとしてＰＬＡに着目、ＰＬＡ素材のストローやゴミ袋、レジ袋とい

った商品を開発しています。」、「ＰＬＡ樹脂生分解性プラスチックとは？」、

「①Ｗｈａｔ ｉｓ ＰＬＡ Ｍａｔｅｒｉａｌ？ 地球温暖化や石油資

源枯渇という近年の環境意識の高まりがあり、その時代の流れから石油由

来に変わる存在として作られたのがＰＬＡ樹脂です。ＰＬＡ樹脂はトウモ

ロコシやジャガイモなどい含まれるデンプンなどの植物由来のプラスチッ

ク素材です。その特性や、破棄後の処理によって二酸化炭素や水などに分

解できることから、多くの製品に使用が開始されています。」、「②ポリ乳

酸 植物由来プラスチックであり（Ｐｏｌｙ－Ｌａｃｔｉｃ Ａｃｉｄ：

ＰＬＡ）、石油由来プラスチックの代替材料（ＡＢＳ樹脂の代替）として注

目を浴びています。マルチシート、ハウス用フィルム、レジ袋などに用い

られています。ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受け低分子化さ

れ、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。▶こ

うした性質を持つ生分解性プラスチックの中でも、ポリ乳酸は最も研究・

  

5
0



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  実用化が進んでいる高分子です。▶土中や海水中でも分解しますが、微生物

の多い堆肥の中では短期間で分解が始まります。▶この時発生した二酸化炭

素はもとが植物由来であるため、全体で見て地球温暖化の原因とされる二

酸化炭素の量を増やすことがありません。」及び「③原材料（とうもろこ

し） ポリ乳酸は、トウモロコシ、イモ類、サトウキビなどの植物から取り

出したでんぷんを酵素の働きでグルコースにし、それを乳酸発酵して得ら

れた乳酸をモノマーとして重合させて合成するポリマーで、乳酸から作り

だされたポリエステル素材といえます。弊社取扱いのＰＬＡは、とうもろ

こしを原材料とし、原産国はアメリカとなります。」 

  

 遅くとも令

和４年１月

２１日から

同年３月４

日までの間 

・「生分解性プラスチック」 

・「ＰＬＡポリ乳酸製ゴミ袋」 

・「環境に優しい～生分解性ゴミ袋」 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト及び「生

分解性プラスチック」 

・「品名：生分解性ゴミ袋」 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト、「生分

解性プラスチック」及び「Ｎｏ．１１４８」 

・「このレジ袋は１００％自然に還る生分解性プラチックからできていま

す。」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ 日本バイオプラスチック協会は、通

産省基礎産業局長諮問機関（当時）であった“生分解性プラスチック実用

化検討委員会の提言に基き発足します。」、グリーンプラマークのイラス

トと共に「生分解性プラスチックは、分解した後も土壌などに悪影響を与

えない安全性の保障が必要です。グリーンプラ識別表示制度は、こうした

生分解性の基準と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『グリーンプ

ラ』のマークと名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正

本件商品① 

（ 別 添 写

し １ － ３

－１） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 5
1



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  しい使用法と製品の普及を促進する目的で取り組まれている認証識別制度

です。」、「ＴＪＣ株式会社の取扱商品はＪＢＰＡのグリーンプラマークを

取得済みです。」及び生分解性プラスチック製品が使用後に水及び二酸化

炭素になるまでの流れを記載した図 

・「主な原材料：生分解性プラスチック１００％」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチック

とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微

生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」及び

「【ＰＬＡ樹脂の特性】・有機肥料の質に影響を与えない。・埋め立てた

り投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまる

ことがない。・生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいと

アピールできる。」 

  

 遅くとも令

和４年１月

２１日から

同年３月４

日までの間 

・「ＰＬＡ 生分解性」 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト及び「生

分解性プラスチック」 

・「品名：生分解性レジ袋」 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト、「生分

解性プラスチック」及び「Ｎｏ．１１４７」 

・「このレジ袋は１００％自然に還る生分解性プラチックからできていま

す。」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ 日本バイオプラスチック協会は、通

産省基礎産業局長諮問機関（当時）であった“生分解性プラスチック実用

化検討委員会の提言に基き発足します。」、グリーンプラマークのイラス

トと共に「生分解性プラスチックは、分解した後も土壌などに悪影響を与

えない安全性の保障が必要です。グリーンプラ識別表示制度は、こうした

本件商品② 

（ 別 添 写

し １ － ３

－２） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

  本件商品③ 

（ 別 添 写

し １ － ３

－３） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

5
2



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  生分解性の基準と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『グリーンプ

ラ』のマークと名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正

しい使用法と製品の普及を促進する目的で取り組まれている認証識別制度

です。」、「ＴＪＣ株式会社の取扱商品はＪＢＰＡのグリーンプラマークを

取得済みです。」及び生分解性プラスチック製品が使用後に水及び二酸化

炭素になるまでの流れを記載した図 

・「主な原材料：生分解性プラスチック１００％」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチック

とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微

生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」及び

「【ＰＬＡ樹脂の特性】・有機肥料の質に影響を与えない。・埋め立てた

り投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまる

ことがない。・生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいと

アピールできる。」 

本件商品④ 

（ 別 添 写

し １ － ３

－４） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

  本件商品⑤ 

（ 別 添 写

し １ － ３

－５） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

  本件商品⑥ 

（ 別 添 写

し １ － ３

－６） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

 遅くとも令

和４年１月

２１日以降 

・「ＰＬＡプラカップ」 

・「ＰＬＡプラカップ（ポリ乳酸）生分解性プラスチック」 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト及び「生

分解性プラスチック」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ 日本バイオプラスチック協会は、通

産省基礎産業局長諮問機関（当時）であった“生分解性プラスチック実用

化検討委員会の提言に基き発足します。」、グリーンプラマークのイラス

トと共に「生分解性プラスチックは、分解した後も土壌などに悪影響を与

えない安全性の保障が必要です。グリーンプラ識別表示制度は、こうした

本件商品⑦ 

（ 別 添 写

し７） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

5
3



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  生分解性の基準と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『グリーンプ

ラ』のマークと名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正

しい使用法と製品の普及を促進する目的で取り組まれている認証識別制度

です。」、「ＴＪＣ株式会社の取扱商品はＪＢＰＡのグリーンプラマークを

取得済みです。」及び生分解性プラスチック製品が使用後に水及び二酸化

炭素になるまでの流れを記載した図 

・「主な原材料：生分解性プラスチック１００％」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチック

とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微

生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」及び

「【ＰＬＡ樹脂の特性】●有機肥料の質に影響を与えない。●埋め立てた

り投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまる

ことがない。●生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいと

アピールできる。」 

  

ヤフーに

開設した

自社ウェ

ブサイト 

遅くとも令

和４年７月

２日以降 

・「生分解性ゴミ袋」 

・「生分解性プラスチックごみ袋」 

・「ＰＬＡ＋ＰＢＡＴ ポリ乳酸 環境に優しい 生分解性プラ 脱プラ対

策」 

・「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭ

ＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ 

ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」

との記載と共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト並びに「Ｈ

ＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「Ｈ

ＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解

性認証のマークのイラスト 

・「【ＰＬＡ樹脂について】ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチックと

本件商品① 

（ 別 添 写

し ２ － １

－１） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

5
4



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  は、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微生物

などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」及び「【ＰＬ

Ａ樹脂の特性】●有機肥料の質に影響を与えない。●埋め立てたり投棄され

ても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない。

●生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいとアピールでき

る。」 

・「・生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります。」 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品 環境にやさしい・エコ」 

・「植物連鎖によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡単に予

想できます。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラスチック

になり、魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラスト、

「捨てられたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼却処分、

残りの７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解するには何世

紀もかかります。」、「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・ＰＬＡ樹

脂（ポリ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低

分子化され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解され

ます。」、「・地球にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用

後は生ゴミと同様にコンポストで処理することができます。焼却された場

合でも有害物質を発生しないので安全です。」、「メリット」、「・有機肥

料の質に影響を与えない」、「・有機リサイクル可能」及び「・投棄されて

も、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない」

との記載と共に手の平に地球を載せたイラスト 

・手の平に木を載せたイラストと共に、「生分解性」、「本製品は、持続可能

な資源の活用にこだわっています。優れた生分解性と産業コンポスト条件

下での堆肥化が可能な分解性プラ製品です。 ＡＳＴＭ（米国試験材料協

会）が定める基準を満たし、米国Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｌａｓｔ

  

5
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ｉｃ Ｉｎ－ｓｔｉｔｕｔｅの発行するコンポスト認証を取得しておりま

す。 また欧州の生分解性製品の認証機関であるＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ社

の“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ”を取得いたしました。今回取得した“ＯＫ Ｃ

ｏｍｐｏｓｔ ＨＯＭＥ”は一般家庭のコンポストで生分解が可能である

ことを認証するものです。」、「認証マーク」、「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴ

ＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬ

Ｙ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵ

Ｒ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」との記載と共にＢＰＩによ

る生分解性認証のマークのイラスト、「ＨＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓ

ｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「ＨＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載

と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解性認証のマークのイラスト、

「※ＢＰＩ認証とは： Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｒｏｄｕｃｔｓ

 Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ 米国生分解素材認証機関（ＢＰＩ）による、生分解

認証発行システム。生分解製品の使用促進を目的に立ち上げ。国際的にも認

知度が高い。」及び「※ＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ（テュフアースとリア）と

は： 欧州を中心に生分解性材料・製品の認証を行っている認証機関で、技

術的な安全と品質の評価を専門とした、国際的な第三者試験認証機関で

す。」 

・「堆肥施設での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一

例）」との記載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、

「３０日後」としてビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、

「６０日後」としてビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の

画像及び「９０日後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す

画像 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

  

5
6



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります。」   

 遅くとも令

和４年７月

２日以降 

・「生分解性レジ袋」 

・「ＰＬＡ＋ＰＢＡＴ 環境に優しい 生分解性プラ 脱プラ対策」 

・「環境にやさしい生分解性」 

・「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭ

ＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ 

ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」

との記載と共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト並びに「Ｈ

ＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「Ｈ

ＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解

性認証のマークのイラスト 

・「【ＰＬＡ樹脂について】ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチックと

は、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微生物

などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」及び「【ＰＬ

Ａ樹脂の特性】●有機肥料の質に影響を与えない。●埋め立てたり投棄され

ても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない。

●生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいとアピールでき

る。」 

・「・生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります。」 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品 環境にやさしい・エコ」 

・「植物連鎖によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡単に予

想できます。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラスチック

になり、魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラスト、

「捨てられたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼却処分、

残りの７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解するには何世

紀もかかります。」、「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・ＰＬＡ樹

本件商品② 

（ 別 添 写

し ２ － １

－２） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

  本件商品③ 

（ 別 添 写

し ２ － １

－３） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

5
7



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  脂（ポリ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低

分子化され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解され

ます。」、「・地球にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用

後は生ゴミと同様にコンポストで処理することができます。焼却された場

合でも有害物質を発生しないので安全です。」、「メリット」、「・有機肥

料の質に影響を与えない」、「・有機リサイクル可能」及び「・投棄されて

も、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない」

との記載と共に、レジ袋の画像及び手の平に地球を載せたイラスト 

・手の平に木を載せたイラストと共に、「生分解性」、「本製品は、持続可

能な資源の活用にこだわっています。優れた生分解性と産業コンポスト条

件下での堆肥化が可能な分解性プラ製品です。 ＡＳＴＭ（米国試験材料

協会）が定める基準を満たし、米国Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｌａ

ｓｔｉｃ Ｉｎ－ｓｔｉｔｕｔｅの発行するコンポスト認証を取得して

おります。 また欧州の生分解性製品の認証機関であるＴÜＶ ＡＵＳＴ

ＲＩＡ社の“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ”を取得いたしました。今回取得した

“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ ＨＯＭＥ”は一般家庭のコンポストで生分解が

可能であることを認証するものです。」、「認証マーク」、「ＢＰＩ Ｃ

ＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭＰＯＳＴＡ

ＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ ＥＸＩＳＴ 

ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」との記載と

共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト、「ＨＯＭＥ」、「Ｏ

Ｋ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「ＨＯＭＥ Ｓ０

６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解性認証のマ

ークのイラスト、「※ＢＰＩ認証とは： Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐ

ｒｏｄｕｃｔｓ Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ 米国生分解素材認証機関（ＢＰ

Ｉ）による、生分解認証発行システム。生分解製品の使用促進を目的に立

本件商品④ 

（ 別 添 写

し ２ － １

－４） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

  本件商品⑤ 

（ 別 添 写

し ２ － １

－５） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

5
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ち上げ。国際的にも認知度が高い。」及び「ＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ（テュ

フアースとリア）とは： 欧州を中心に生分解性材料・製品の認証を行っ

ている認証機関で、技術的な安全と品質の評価を専門とした、国際的な第

三者試験認証機関です。」 

・「堆肥施設での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一

例）」との記載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、

「３０日後」としてビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、

「６０日後」としてビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の

画像及び「９０日後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す

画像 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります。」 

本件商品⑥ 

（ 別 添 写

し ２ － １

－６） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

 遅くとも令

和４年３月

１７日から

同年６月３

０日までの

間 

・「生分解性ゴミ袋」 

・「生分解性プラスチックごみ袋」 

・「ＰＬＡ＋ＰＢＡＴ ポリ乳酸 環境に優しい 生分解性プラ 脱プラ対

策」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「登

録番号 Ｎｏ．１１４８」 

・「・日本バイオプラスチック協会の定める ※生分解性プラマーク認証製

品。 ※登録番号Ｎｏ．１１４８」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチックと

は、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微生物

などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」及び「【ＰＬ

Ａ樹脂の特性】●有機肥料の質に影響を与えない。●埋め立てたり投棄され

ても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない。

本件商品① 

（ 別 添 写

し ２ － ２

－１） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

5
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ●生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいとアピールでき

る。」 

・「・生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります。」 

・「成分：ＰＬＡ、ＰＢＡＴなど」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「Ｎ

ｏ．１１４８」 

・「この製品は生分解性プラスチックでできています。（自然界の微生物で

水と二酸化炭素に分解されるプラスチック）左記のマークは日本バイオプ

ラスチック協会（ＪＢＰＡ）認定生分解性プラ商品であることを表してい

ます。生分解性プラとは、安全性が確認され、かつ樹木等と同じ程度、或

いはそれ以上の速度で生分解性を受けるプラスチック製品です。生分解の

速度は温度・湿度・微生物の影響で変わります。」 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品」 

・「本製品は植物由来の原料（ＰＬＡ）を配合しております。石油系原料お

よび二酸化炭素の排出の削減に貢献しています。」、「家庭堆肥等方法に

より、９０％以上自然に帰る。」及び「植物由来成分３０％含有」 

・「堆肥施設での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一

例）」との記載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、

「３０日後」としてビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、

「６０日後」としてビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の

画像、「９０日後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す画

像及び「※日本バイオプラスチック協会掲載」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ」、「※日本バイオプラスチック協会

とは、循環型社会の実現に重要な役割を果たす新素材であるバイオプラス

チック（生分解性プラスチックとバイオマスプラスチックの総称）の普及

  

6
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  促進と試験・評価制度の確立を目的に、１９８９年に設立された民間団体

です。」、「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラス

ト、「生分解性プラスチックは、その微生物分解性により使用後の環境負

荷低減につながる環境配慮型のプラスチックです。しかしその機能を有効

に活用するためには一般の非生分解性プラスチック製品との識別、分別回

収が必要な事に加え、分解した後も土壌などに悪影響を与えない安全性の

保障が必要です。生分解性プラ識別表示制度は、こうした生分解性の基準

と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『生分解性プラ』のマークと

名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正しい使用法と製

品の普及促進を目的とする制度です。」、「生分解性プラの基準の概要」、

「１．全ての構成材料（成分）はＰＬに登録されていなければならない。 

２．構成材料としてＰＬの分類Ａに登録された生分解性合成高分子化合物

を含まなければならない。 ３．生分解性合成高分子化合物（ＰＬ分類Ａ）

と天然有機材料（ＰＬ分類Ｂ－８）の総計を５０．０重量または体積％以

上含むものでなければならない。 ４．１重量％以上含まれるすべての有

機材料は、当委員会が指定する生分解性試験において６０％以上の生分解

度が確認されたものでなければならない。 ５．１重量％未満の非生分解

性有機材料の合計量は、５重量％未満でなければならない。 ６．含まれ

る特定元素の量は、上限値を超えてはならない。」及び「ＴＪＣ株式会社の

取り扱い商品はＪＢＰＡの『生分解性プラ』マックを取得済です。」 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ ＰＢ

ＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります」 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト、「生分

解性プラスチック」及び「Ｎｏ．１１４８」 

・「このレジ袋は１００％自然に還る生分解性プラチックからできていま

す。」 

  

6
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

 遅くとも令

和４年３月

１７日から

同年６月３

０日までの

間 

・「生分解性レジ袋」 

・「ＰＬＡ＋ＰＢＡＴ 環境に優しい 生分解性プラ 脱プラ対策」 

・「環境にやさしい生分解性」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「登

録番号 Ｎｏ．１１４７」 

・「・日本バイオプラスチック協会の定める※生分解性プラマーク認証製品。 

※登録番号Ｎｏ．１１４８」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチックと

は、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微生物

などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」及び「【ＰＬ

Ａ樹脂の特性】●有機肥料の質に影響を与えない。●埋め立てたり投棄され

ても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない。

●生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいとアピールでき

る。」 

・「・生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります。」 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品」 

・「成分：ＰＬＡ、ＰＢＡＴなど」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「Ｎ

ｏ．１１４７」 

・「この製品は生分解性プラスチックでできています。（自然界の微生物で

水と二酸化炭素に分解されるプラスチック）左記のマークは日本バイオプ

ラスチック協会（ＪＢＰＡ）認定生分解性プラ商品であることを表してい

ます。生分解性プラとは、安全性が確認され、かつ樹木等と同じ程度、或

いはそれ以上の速度で生分解性を受けるプラスチック製品です。生分解の

速度は温度・湿度・微生物の影響で変わります。」 

・「本製品は植物由来の原料（ＰＬＡ）を配合しております。石油系原料お

本件商品② 

（ 別 添 写

し ２ － ２

－２） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

  本件商品④ 

（ 別 添 写

し ２ － ２

－４） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  よび二酸化炭素の排出の削減に貢献しています。」、「家庭堆肥等方法に

より、９０％以上自然に帰る。」及び「植物由来成分３０％含有」 

・「堆肥施設での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一

例）」との記載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、

「３０日後」としてビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、

「６０日後」としてビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の

画像、「９０日後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す画

像及び「※日本バイオプラスチック協会掲載」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ」、「※日本バイオプラスチック協会

とは、循環型社会の実現に重要な役割を果たす新素材であるバイオプラス

チック（生分解性プラスチックとバイオマスプラスチックの総称）の普及

促進と試験・評価制度の確立を目的に、１９８９年に設立された民間団体

です。」、「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラス

ト、「生分解性プラスチックは、その微生物分解性により使用後の環境負

荷低減につながる環境配慮型のプラスチックです。しかしその機能を有効

に活用するためには一般の非生分解性プラスチック製品との識別、分別回

収が必要な事に加え、分解した後も土壌などに悪影響を与えない安全性の

保障が必要です。生分解性プラ識別表示制度は、こうした生分解性の基準

と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『生分解性プラ』のマークと

名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正しい使用法と製

品の普及促進を目的とする制度です。」、「生分解性プラの基準の概要」、

「１．全ての構成材料（成分）はＰＬに登録されていなければならない。 

２．構成材料としてＰＬの分類Ａに登録された生分解性合成高分子化合物

を含まなければならない。 ３．生分解性合成高分子化合物（ＰＬ分類Ａ）

と天然有機材料（ＰＬ分類Ｂ－８）の総計を５０．０重量または体積％以

本件商品⑤ 

（ 別 添 写

し ２ － ２

－５） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

  本件商品⑥ 

（ 別 添 写

し ２ － ２

－６） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

6
3



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  上含むものでなければならない。 ４．１重量％以上含まれるすべての有

機材料は、当委員会が指定する生分解性試験において６０％以上の生分解

度が確認されたものでなければならない。 ５．１重量％未満の非生分解

性有機材料の合計量は、５重量％未満でなければならない。 ６．含まれ

る特定元素の量は、上限値を超えてはならない。」及び「ＴＪＣ株式会社の

取り扱い商品はＪＢＰＡの『生分解性プラ』マックを取得済です。」 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります」 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト、「生分

解性プラスチック」及び「Ｎｏ．１１４７」 

・「このレジ袋は１００％自然に還る生分解性プラチックからできていま

す。」 

  

 遅くとも令

和４年３月

１７日から

同年６月３

０日までの

間 

・「生分解性レジ袋」 

・「ＰＬＡ＋ＰＢＡＴ 環境に優しい 生分解性プラ 脱プラ対策」 

・「環境にやさしい生分解性」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「登

録番号 Ｎｏ．１１４７」 

・「・日本バイオプラスチック協会の定める※生分解性プラマーク認証製品。 

※登録番号Ｎｏ．１１４７」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチックと

は、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微生

物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」及び「【Ｐ

ＬＡ樹脂の特性】●有機肥料の質に影響を与えない。●埋め立てたり投棄

されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることが

ない。●生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいとアピー

本件商品③ 

（ 別 添 写

し ２ － ２

－３） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

6
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ルできる。」 

・「・生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります。」 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品」 

・「成分：ＰＬＡ、ＰＢＡＴなど」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「Ｎ

ｏ．１１４７」 

・「この製品は生分解性プラスチックでできています。（自然界の微生物で

水と二酸化炭素に分解されるプラスチック）左記のマークは日本バイオプ

ラスチック協会（ＪＢＰＡ）認定生分解性プラ商品であることを表してい

ます。生分解性プラとは、安全性が確認され、かつ樹木等と同じ程度、或

いはそれ以上の速度で生分解性を受けるプラスチック製品です。生分解の

速度は温度・湿度・微生物の影響で変わります。」 

・「本製品は植物由来の原料（ＰＬＡ）を配合しております。石油系原料およ

び二酸化炭素の排出の削減に貢献しています。」、「家庭堆肥等方法により、

９０％以上自然に帰る。」及び「植物由来成分３０％含有」 

・「堆肥施設での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一

例）」との記載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、

「３０日後」としてビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、

「６０日後」としてビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の

画像、「９０日後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す画

像及び「※日本バイオプラスチック協会掲載」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ」、「※日本バイオプラスチック協会

とは、循環型社会の実現に重要な役割を果たす新素材であるバイオプラス

チック（生分解性プラスチックとバイオマスプラスチックの総称）の普及

促進と試験・評価制度の確立を目的に、１９８９年に設立された民間団体

  

6
5



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  です。」、「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラス

ト、「生分解性プラスチックは、その微生物分解性により使用後の環境負

荷低減につながる環境配慮型のプラスチックです。しかしその機能を有効

に活用するためには一般の非生分解性プラスチック製品との識別、分別回

収が必要な事に加え、分解した後も土壌などに悪影響を与えない安全性の

保障が必要です。生分解性プラ識別表示制度は、こうした生分解性の基準

と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『生分解性プラ』のマークと

名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正しい使用法と製

品の普及促進を目的とする制度です。」、「生分解性プラの基準の概要」、

「１．全ての構成材料（成分）はＰＬに登録されていなければならない。 

２．構成材料としてＰＬの分類Ａに登録された生分解性合成高分子化合物

を含まなければならない。 ３．生分解性合成高分子化合物（ＰＬ分類Ａ）

と天然有機材料（ＰＬ分類Ｂ－８）の総計を５０．０重量または体積％以

上含むものでなければならない。 ４．１重量％以上含まれるすべての有

機材料は、当委員会が指定する生分解性試験において６０％以上の生分解

度が確認されたものでなければならない。 ５．１重量％未満の非生分解

性有機材料の合計量は、５重量％未満でなければならない。 ６．含まれ

る特定元素の量は、上限値を超えてはならない。」及び「ＴＪＣ株式会社の

取り扱い商品はＪＢＰＡの『生分解性プラ』マックを取得済です。」 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります」 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト、「生分

解性プラスチック」及び「Ｎｏ．１１４７」 

・「このレジ袋は１００％自然に還る生分解性プラチックからできていま

す。」 
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

 遅くとも令

和４年１月

２１日から

同年３月８

日までの間 

・「生分解性ゴミ袋」 

・「生分解性」 

・「トウモロコシを主原料としたＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい ポリ

乳酸 エコバッグ」 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト及び「登

録番号 Ｎｏ．１１４８」 

・「・日本バイオプラスチック協会の定める ※グリーンプラマーク認証製

品。 ※登録番号Ｎｏ．１１４８」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチック

とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微

生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」及び

「【ＰＬＡ樹脂の特性】・有機肥料の質に影響を与えない。・埋め立てた

り投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまる

ことがない。・生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいと

アピールできる。」 

・水中を泳ぐカメの画像と共に「２０１９年の調査で標本を採った稚魚のう

ち８．６％がマイクロプラスチックを食べていることが分かった。北極の

氷から世界の最深の海までプラスチックに汚染されている。」、「
・ ・ ・ ・
植物連鎖

によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡単に予想できま

す。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラスチックになり、

魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラスト、「捨てら

れたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼却処分、残りの

７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解するには何世紀もか

かります。」、「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・ＰＬＡ樹脂（ポ

リ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化

され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されま

本件商品① 

（ 別 添 写

し ２ － ３

－１） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

6
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  す。」、「・地球にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用

後は生ゴミと同様にコンポストで処理することができます。焼却された場

合でも有害物質を発生しないので安全です。」、「メリット」、「・有機

肥料の質に影響を与えない」、「・有機リサイクル可能」、「・投棄され

ても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがな

い」、「生分解性プラスチックのライフサイクル」との記載と共に、生分

解性プラスチック製品が使用後に水及び二酸化炭素になるまでの流れを

記載した図及び「＊引用元：ＪＢＰＡ日本バイオプラスチック協会 ｈｔ

ｔｐ：／／ｗｗｗ．ｊｂｐａｗｅｂ．ｎｅｔ／ｇｐ／」 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト、「生分

解性プラスチック」及び「Ｎｏ．１１４８」 

・「このレジ袋は１００％自然に還る生分解性プラチックからできていま

す。」 

・「生分解性プラスチックのライフサイクル」との記載と共に、生分解性プ

ラスチック製品が使用後に水及び二酸化炭素になるまでの流れを記載し

た図及び「＊引用元：ＪＢＰＡ日本バイオプラスチック協会 ｈｔｔｐ：

／／ｗｗｗ．ｊｂｐａｗｅｂ．ｎｅｔ／ｇｐ／」並びに「ＪＢＰＡ 日本

バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓｔｉｃｓ Ａｓ

ｓｏｃｉａｔｉｏｎ 日本バイオプラスチック協会は、通産省基礎産業局

長諮問機関（当時）であった“生分解性プラスチック実用化検討委員会の

提言に基き発足します。」、グリーンプラマークのイラストと共に「生分

解性プラスチックは、分解した後も土壌などに悪影響を与えない安全性の

保障が必要です。グリーンプラ識別表示制度は、こうした生分解性の基準

と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『グリーンプラ』のマークと

名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正しい使用法と製

品の普及を促進する目的で取り組まれている認証識別制度です。」及び「Ｔ
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ＪＣ株式会社の取扱商品はＪＢＰＡのグリーンプラマークを取得済みで

す。」 

  

 遅くとも令

和４年１月

２１日から

同年３月８

日までの間 

・「生分解性レジ袋」 

・「トウモロコシを主原料としたＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい ポリ

乳酸 エコバッグ」 

・「環境にやさしい生分解性」 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト及び「登

録番号 Ｎｏ．１１４７」 

・「トウモロコシを主原料としたＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい ポリ

乳酸」 

・「・日本バイオプラスチック協会の定める※グリーンプラマーク認証製品。 

※登録番号Ｎｏ．１１４７」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチックと

は、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微生物

などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」及び「【ＰＬ

Ａ樹脂の特性】・有機肥料の質に影響を与えない。・埋め立てたり投棄され

ても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない。・

生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいとアピールでき

る。」 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト、「生分

解性プラスチック」及び「Ｎｏ．１１４７」 

・「このレジ袋は１００％自然に還る生分解性プラチックからできていま

す。」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ 日本バイオプラスチック協会は、通

産省基礎産業局長諮問機関（当時）であった“生分解性プラスチック実用

本件商品② 

（ 別 添 写

し ２ － ３

－２） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

  本件商品③ 

（ 別 添 写

し ２ － ３

－３） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  化検討委員会の提言に基き発足します。」、グリーンプラマークのイラス

トと共に「生分解性プラスチックは、分解した後も土壌などに悪影響を与

えない安全性の保障が必要です。グリーンプラ識別表示制度は、こうした

生分解性の基準と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『グリーンプ

ラ』のマークと名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正

しい使用法と製品の普及を促進する目的で取り組まれている認証識別制度

です。」、「ＴＪＣ株式会社の取扱商品はＪＢＰＡのグリーンプラマークを

取得済みです。」、水中を泳ぐカメの画像と共に「２０１９年の調査で標本

を採った稚魚のうち８．６％がマイクロプラスチックを食べていることが

分かった。北極の氷から世界の最深の海までプラスチックに汚染されてい

る。」、「
・ ・ ・ ・
植物連鎖によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡

単に予想できます。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラス

チックになり、魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラ

スト、「捨てられたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼

却処分、残りの７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解する

には何世紀もかかります。」、「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・

ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を

受けて低分子化され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで

分解されます。」、「・地球にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の

為、使用後は生ゴミと同様にコンポストで処理することができます。焼却

された場合でも有害物質を発生しないので安全です。」、「メリット」、「・

有機肥料の質に影響を与えない」、「・有機リサイクル可能」及び「・投棄

されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることが

ない」、「生分解性プラスチックのライフサイクル」との記載と共に生分解

性プラスチック製品が使用後に水及び二酸化炭素になるまでの流れを記載

した図及び「＊引用元：ＪＢＰＡ日本バイオプラスチック協会 ｈｔｔｐ：

本件商品④ 

（ 別 添 写

し ２ － ３

－４） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

  本件商品⑤ 

（ 別 添 写

し ２ － ３

－５） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

7
0



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ／／ｗｗｗ．ｊｂｐａｗｅｂ．ｎｅｔ／ｇｐ／」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ 日本バイオプラスチック協会は、通

産省基礎産業局長諮問機関（当時）であった“生分解性プラスチック実用

化検討委員会の提言に基き発足します。」、グリーンプラマークのイラス

トと共に「生分解性プラスチックは、分解した後も土壌などに悪影響を与

えない安全性の保障が必要です。グリーンプラ識別表示制度は、こうした

生分解性の基準と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『グリーンプ

ラ』のマークと名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正

しい使用法と製品の普及を促進する目的で取り組まれている認証識別制度

です。」及び「ＴＪＣ株式会社の取扱商品はＪＢＰＡのグリーンプラマー

クを取得済みです。」 

本件商品⑥ 

（ 別 添 写

し ２ － ３

－６） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

「楽天市

場」と称す

るウェブ

サイトに

開設した

「Ｓｔａ

ｒＱ－Ｏ

ｎｌｉｎ

ｅ  楽天

市場店」と

称する自

社ウェブ

サイト 

遅くとも令

和４年７月

４日から同

年８月２４

日までの間 

・「環境にやさしい生分解性」 

・「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭ

ＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ 

ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」

との記載と共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト並びに「Ｈ

ＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「Ｈ

ＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解

性認証のマークのイラスト 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品 環境にやさしい・エコ」 

・「植物連鎖によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡単に予

想できます。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラスチック

になり、魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラスト、

「捨てられたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼却処分、

残りの７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解するには何世

本件商品② 

（ 別 添 写

し ３ － １

－２） 

投棄されても自然環境中で微生

物によって水と二酸化炭素に分

解される生分解性 

7
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

 紀もかかります。」、「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・ＰＬＡ樹

脂（ポリ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低

分子化され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解され

ます。」、「・地球にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用

後は生ゴミと同様にコンポストで処理することができます。焼却された場

合でも有害物質を発生しないので安全です。」、「メリット」、「・有機肥

料の質に影響を与えない」、「・有機リサイクル可能」及び「・投棄されて

も、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない」

との記載と共に、レジ袋の画像及び手の平に地球を載せたイラスト 

・手の平に木を載せたイラストと共に、「生分解性」、「本製品は、持続可

能な資源の活用にこだわっています。優れた生分解性と産業コンポスト条

件下での堆肥化が可能な分解性プラ製品です。 ＡＳＴＭ（米国試験材料

協会）が定める基準を満たし、米国Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｌａ

ｓｔｉｃ Ｉｎ－ｓｔｉｔｕｔｅの発行するコンポスト認証を取得して

おります。 また欧州の生分解性製品の認証機関であるＴÜＶ ＡＵＳＴ

ＲＩＡ社の“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ”を取得いたしました。今回取得した

“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ ＨＯＭＥ”は一般家庭のコンポストで生分解が

可能であることを認証するものです。」、「認証マーク」、「ＢＰＩ Ｃ

ＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭＰＯＳＴＡ

ＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ ＥＸＩＳＴ 

ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」との記載と

共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト、「ＨＯＭＥ」、「Ｏ

Ｋ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「ＨＯＭＥ Ｓ０

６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解性認証のマ

ークのイラスト、「※ＢＰＩ認証とは： Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐ

ｒｏｄｕｃｔｓ Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ 米国生分解素材認証機関（ＢＰ

  

7
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  Ｉ）による、生分解認証発行システム。生分解製品の使用促進を目的に立

ち上げ。国際的にも認知度が高い。」、「※ＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ（テュ

フアースとリア）とは： 欧州を中心に生分解性材料・製品の認証を行っ

ている認証機関で、技術的な安全と品質の評価を専門とした、国際的な第

三者試験認証機関です。」、「堆肥施設での生分解性プラスチック製品生

ゴミ袋の生分解の様子（一例）」との記載と共に、「初期状態」としてゴ

ミ袋の画像、矢印の画像、「３０日後」としてビニールが崩壊している様

子を示す画像、矢印の画像、「６０日後」としてビニールが細かくなって

いる様子を示す画像、矢印の画像及び「９０日後」としてビニールが更に

細かくなっている様子を示す画像 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります。」 

・「トウモロコシを原材料とした環境にやさしい」、「日本バイオプラスチ

ック協会の定める生分解性プラマーク認証製品」及び「生分解性」 

・「トウモロコシを主原料としたＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい 環境

にやさしい ポリ乳酸」 

  

 遅くとも令

和４年７月

２日から同

年８月２４

日までの間 

・「生分解性ゴミ袋」 

・「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭ

ＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ 

ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」

との記載と共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト並びに「Ｈ

ＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「Ｈ

ＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解

性認証のマークのイラスト 

本件商品① 

（ 別 添 写

し ３ － １

－１） 

投棄されても自然環境中で微生

物によって水と二酸化炭素に分

解される生分解性 

7
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ・「ＴＪＣ生分解性プラ製品 環境にやさしい・エコ」 

・「植物連鎖によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡単に予

想できます。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラスチック

になり、魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラスト、

「捨てられたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼却処分、

残りの７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解するには何世

紀もかかります。」、「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・ＰＬＡ樹

脂（ポリ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低

分子化され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解され

ます。」、「・地球にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用

後は生ゴミと同様にコンポストで処理することができます。焼却された場

合でも有害物質を発生しないので安全です。」、「メリット」、「・有機肥

料の質に影響を与えない」、「・有機リサイクル可能」及び「・投棄されて

も、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない」

との記載と共に手の平に地球を載せたイラスト 

・手の平に木を載せたイラストと共に、「生分解性」、「本製品は、持続可

能な資源の活用にこだわっています。優れた生分解性と産業コンポスト条

件下での堆肥化が可能な分解性プラ製品です。 ＡＳＴＭ（米国試験材料

協会）が定める基準を満たし、米国Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｌａ

ｓｔｉｃ Ｉｎ－ｓｔｉｔｕｔｅの発行するコンポスト認証を取得して

おります。 また欧州の生分解性製品の認証機関であるＴÜＶ ＡＵＳＴ

ＲＩＡ社の“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ”を取得いたしました。今回取得した

“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ ＨＯＭＥ”は一般家庭のコンポストで生分解が

可能であることを認証するものです。」、「認証マーク」、「ＢＰＩ Ｃ

ＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭＰＯＳＴＡ

ＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ ＥＸＩＳＴ

  

7
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

   ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」との記載

と共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト、「ＨＯＭＥ」、「Ｏ

Ｋ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「ＨＯＭＥ Ｓ０

６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解性認証のマ

ークのイラスト、「※ＢＰＩ認証とは： Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ 

Ｐｒｏｄｕｃｔｓ Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ 米国生分解素材認証機関（ＢＰ

Ｉ）による、生分解認証発行システム。生分解製品の使用促進を目的に立

ち上げ。国際的にも認知度が高い。」、「※ＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ（テュ

フアースとリア）とは： 欧州を中心に生分解性材料・製品の認証を行っ

ている認証機関で、技術的な安全と品質の評価を専門とした、国際的な第

三者試験認証機関です。」、「堆肥施設での生分解性プラスチック製品生

ゴミ袋の生分解の様子（一例）」との記載と共に、「初期状態」としてゴ

ミ袋の画像、矢印の画像、「３０日後」としてビニールが崩壊している様

子を示す画像、矢印の画像、「６０日後」としてビニールが細かくなって

いる様子を示す画像、矢印の画像及び「９０日後」としてビニールが更に

細かくなっている様子を示す画像 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ  

ＰＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります。」 

・「トウモロコシを原材料とした環境にやさしいゴミ袋」、「日本バイオプ

ラスチック協会の定める生分解性プラマーク認証製品」及び「生分解性」 

・「トウモロコシを主原料としたＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい ポリ

乳酸 エコバッグ」 

  

 遅くとも令

和４年７月

２日から同

・「環境にやさしい生分解性」 

・「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭ

ＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ 

ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」

本件商品③ 

（ 別 添 写

し ３ － １

－３） 

投棄されても自然環境中で微生

物によって水と二酸化炭素に分

解される生分解性 

7
5



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

 年８月２４

日までの間 

との記載と共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト並びに「Ｈ

ＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「Ｈ

ＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解

性認証のマークのイラスト 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品 環境にやさしい・エコ」 

・「植物連鎖によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡単に予

想できます。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラスチック

になり、魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラスト、

「捨てられたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼却処分、

残りの７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解するには何世

紀もかかります。」、「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・ＰＬＡ樹

脂（ポリ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低

分子化され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解され

ます。」、「・地球にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用

後は生ゴミと同様にコンポストで処理することができます。焼却された場

合でも有害物質を発生しないので安全です。」、「メリット」、「・有機肥

料の質に影響を与えない」、「・有機リサイクル可能」及び「・投棄されて

も、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない」

との記載と共に、レジ袋の画像及び手の平に地球を載せたイラスト 

・手の平に木を載せたイラストと共に、「生分解性」、「本製品は、持続可

能な資源の活用にこだわっています。優れた生分解性と産業コンポスト条

件下での堆肥化が可能な分解性プラ製品です。 ＡＳＴＭ（米国試験材料

協会）が定める基準を満たし、米国Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｌａ

ｓｔｉｃ Ｉｎ－ｓｔｉｔｕｔｅの発行するコンポスト認証を取得して

おります。 また欧州の生分解性製品の認証機関であるＴÜＶ ＡＵＳＴ

ＲＩＡ社の“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ”を取得いたしました。今回取得した
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  “ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ ＨＯＭＥ”は一般家庭のコンポストで生分解が

可能であることを認証するものです。」、「認証マーク」、「ＢＰＩ Ｃ

ＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭＰＯＳＴＡ

ＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ ＥＸＩＳＴ 

ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」との記載と

共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト、「ＨＯＭＥ」、「Ｏ

Ｋ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「ＨＯＭＥ Ｓ０

６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解性認証のマ

ークのイラスト、「※ＢＰＩ認証とは： Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐ

ｒｏｄｕｃｔｓ Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ 米国生分解素材認証機関（ＢＰ

Ｉ）による、生分解認証発行システム。生分解製品の使用促進を目的に立

ち上げ。国際的にも認知度が高い。」、「※ＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ（テュ

フアースとリア）とは： 欧州を中心に生分解性材料・製品の認証を行っ

ている認証機関で、技術的な安全と品質の評価を専門とした、国際的な第

三者試験認証機関です。」、「堆肥施設での生分解性プラスチック製品生

ゴミ袋の生分解の様子（一例）」との記載と共に、「初期状態」としてゴ

ミ袋の画像、矢印の画像、「３０日後」としてビニールが崩壊している様

子を示す画像、矢印の画像、「６０日後」としてビニールが細かくなって

いる様子を示す画像、矢印の画像及び「９０日後」としてビニールが更に

細かくなっている様子を示す画像 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります。」 

・「トウモロコシを原材料とした環境にやさしい」、「日本バイオプラスチ

ック協会の定める生分解性プラマーク認証製品」及び「生分解性」 

・「トウモロコシを主原料としたＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい 環境

にやさしい ポリ乳酸」 
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

 令和４年７

月２日から

同年８月２

４日までの

間 

・「環境にやさしい生分解性」 

・「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭ

ＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ 

ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」

との記載と共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト並びに「Ｈ

ＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「Ｈ

ＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解

性認証のマークのイラスト 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品 環境にやさしい・エコ」 

・「植物連鎖によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡単に予

想できます。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラスチック

になり、魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラスト、

「捨てられたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼却処分、

残りの７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解するには何世

紀もかかります。」、「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・ＰＬＡ樹

脂（ポリ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低

分子化され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解され

ます。」、「・地球にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用

後は生ゴミと同様にコンポストで処理することができます。焼却された場

合でも有害物質を発生しないので安全です。」、「メリット」、「・有機肥

料の質に影響を与えない」、「・有機リサイクル可能」及び「・投棄されて

も、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない」

との記載と共に、レジ袋の画像及び手の平に地球を載せたイラスト 

・手の平に木を載せたイラストと共に、「生分解性」、「本製品は、持続可

能な資源の活用にこだわっています。優れた生分解性と産業コンポスト条

件下での堆肥化が可能な分解性プラ製品です。 ＡＳＴＭ（米国試験材料

本件商品④ 

（ 別 添 写

し ３ － １

－４） 

投棄されても自然環境中で微生

物によって水と二酸化炭素に分

解される生分解性 

  本件商品⑤ 

（ 別 添 写

し ３ － １

－５） 

投棄されても自然環境中で微生

物によって水と二酸化炭素に分

解される生分解性 
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  協会）が定める基準を満たし、米国Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｌａ

ｓｔｉｃ Ｉｎ－ｓｔｉｔｕｔｅの発行するコンポスト認証を取得して

おります。 また欧州の生分解性製品の認証機関であるＴÜＶ ＡＵＳＴ

ＲＩＡ社の“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ”を取得いたしました。今回取得した

“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ ＨＯＭＥ”は一般家庭のコンポストで生分解が

可能であることを認証するものです。」、「認証マーク」、「ＢＰＩ Ｃ

ＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭＰＯＳＴＡ

ＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ ＥＸＩＳＴ 

ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」との記載と

共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト、「ＨＯＭＥ」、「Ｏ

Ｋ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「ＨＯＭＥ Ｓ０

６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解性認証のマ

ークのイラスト、「※ＢＰＩ認証とは： Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐ

ｒｏｄｕｃｔｓ Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ 米国生分解素材認証機関（ＢＰ

Ｉ）による、生分解認証発行システム。生分解製品の使用促進を目的に立

ち上げ。国際的にも認知度が高い。」、「※ＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ（テュ

フアースとリア）とは： 欧州を中心に生分解性材料・製品の認証を行っ

ている認証機関で、技術的な安全と品質の評価を専門とした、国際的な第

三者試験認証機関です。」、「堆肥施設での生分解性プラスチック製品生

ゴミ袋の生分解の様子（一例）」との記載と共に、「初期状態」としてゴ

ミ袋の画像、矢印の画像、「３０日後」としてビニールが崩壊している様

子を示す画像、矢印の画像、「６０日後」としてビニールが細かくなって

いる様子を示す画像、矢印の画像及び「９０日後」としてビニールが更に

細かくなっている様子を示す画像 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

本件商品⑥ 

（ 別 添 写

し ３ － １

－６） 

投棄されても自然環境中で微生

物によって水と二酸化炭素に分

解される生分解性 
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります。」 

・「トウモロコシを原材料とした環境にやさしい」、「日本バイオプラスチ

ック協会の定める生分解性プラマーク認証製品」及び「生分解性」 

・「トウモロコシを主原料としたＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい 環境

にやさしい ポリ乳酸」 

  

 令和４年３

月１９日か

ら同年６月

２８日まで

の間 

・「生分解性ゴミ袋」 

・「成分：ＰＬＡ、ＰＢＡＴなど」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性マークのイラスト及び「Ｎｏ．

１１４８」 

・「この製品は生分解性プラスチックでできています。（自然界の微生物で

水と二酸化炭素に分解されるプラスチック）左記のマークは日本バイオプ

ラスチック協会（ＪＢＰＡ）認定生分解性プラ商品であることを表してい

ます。生分解性プラとは、安全性が確認され、かつ樹木等と同じ程度、或

いはそれ以上の速度で生分解性を受けるプラスチック製品です。生分解の

速度は温度・湿度・微生物の影響で変わります。」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性マークのイラスト及び「登録番

号 Ｎｏ．１１４８」 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品」 

・「本製品は植物由来の原料（ＰＬＡ）を配合しております。石油系原料お

よび二酸化炭素の排出の削減に貢献しています。」、「家庭堆肥等方法に

より、９０％以上自然に帰る。」、「植物由来成分３０％含有」、「堆肥

施設での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一例）」と

の記載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、「３０日

後」としてビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、「６０

日後」としてビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の画像、

「９０日後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す画像及び

本件商品① 

（ 別 添 写

し ３ － ２

－１） 

使い捨てられても自然環境中で

微生物によって水と二酸化炭素

に分解される生分解性 

8
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  「※日本バイオプラスチック協会掲載」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ」、「※日本バイオプラスチック協会

とは、循環型社会の実現に重要な役割を果たす新素材であるバイオプラス

チック（生分解性プラスチックとバイオマスプラスチックの総称）の普及

促進と試験・評価制度の確立を目的に、１９８９年に設立された民間団体

です。」、「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラス

ト、「生分解性プラスチックは、その微生物分解性により使用後の環境負

荷低減につながる環境配慮型のプラスチックです。しかしその機能を有効

に活用するためには一般の非生分解性プラスチック製品との識別、分別回

収が必要な事に加え、分解した後も土壌などに悪影響を与えない安全性の

保障が必要です。生分解性プラ識別表示制度は、こうした生分解性の基準

と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『生分解性プラ』のマークと

名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正しい使用法と製

品の普及促進を目的とする制度です。」、「生分解性プラの基準の概要」、

「１．全ての構成材料（成分）はＰＬに登録されていなければならない。 

２．構成材料としてＰＬの分類Ａに登録された生分解性合成高分子化合物

を含まなければならない。 ３．生分解性合成高分子化合物（ＰＬ分類Ａ）

と天然有機材料（ＰＬ分類Ｂ－８）の総計を５０．０重量または体積％以

上含むものでなければならない。 ４．１重量％以上含まれるすべての有

機材料は、当委員会が指定する生分解性試験において６０％以上の生分解

度が確認されたものでなければならない。 ５．１重量％未満の非生分解

性有機材料の合計量は、５重量％未満でなければならない。 ６．含まれ

る特定元素の量は、上限値を超えてはならない。」及び「ＴＪＣ株式会社の

取り扱い商品はＪＢＰＡの『生分解性プラ』マックを取得済です。」 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります」 

・「トウモロコシを原材料とした環境にやさしいゴミ袋」、「日本バイオプ

ラスチック協会の定める生分解性プラマーク認証製品」及び「生分解性」 

・「トウモロコシを主原料としたＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい ポリ

乳酸 エコバッグ」 

  

 令和４年３

月１９日か

ら同年７月

１日までの

間 

・「環境にやさしい生分解性」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「登

録番号 Ｎｏ．１１４７」 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品」 

・「生分解性レジ袋」 

・「成分：ＰＬＡ、ＰＢＡＴなど」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「Ｎ

ｏ．１１４７」 

・「この製品は生分解性プラスチックでできています。（自然界の微生物で

水と二酸化炭素に分解されるプラスチック）左記のマークは日本バイオプ

ラスチック協会（ＪＢＰＡ）認定生分解性プラ商品であることを表してい

ます。生分解性プラとは、安全性が確認され、かつ樹木等と同じ程度、或

いはそれ以上の速度で生分解性を受けるプラスチック製品です。生分解の

速度は温度・湿度・微生物の影響で変わります。」 

・「本製品は植物由来の原料（ＰＬＡ）を配合しております。石油系原料およ

び二酸化炭素の排出の削減に貢献しています。」、「家庭堆肥等方法により、

９０％以上自然に帰る。」、「植物由来成分３０％含有」、「堆肥施設での

生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一例）」との記載と共

に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、「３０日後」としてビ

ニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、「６０日後」としてビ

ニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の画像、「９０日後」とし

本件商品② 

（ 別 添 写

し ３ － ２

－２） 

使い捨てられても自然環境中で

微生物によって水と二酸化炭素

に分解される生分解性 

  本件商品④ 

（ 別 添 写

し ３ － ２

－４） 

使い捨てられても自然環境中で

微生物によって水と二酸化炭素

に分解される生分解性 
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  てビニールが更に細かくなっている様子を示す画像及び「※日本バイオプ

ラスチック協会掲載」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ」、「※日本バイオプラスチック協会

とは、循環型社会の実現に重要な役割を果たす新素材であるバイオプラス

チック（生分解性プラスチックとバイオマスプラスチックの総称）の普及

促進と試験・評価制度の確立を目的に、１９８９年に設立された民間団体

です。」、「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラス

ト、「生分解性プラスチックは、その微生物分解性により使用後の環境負

荷低減につながる環境配慮型のプラスチックです。しかしその機能を有効

に活用するためには一般の非生分解性プラスチック製品との識別、分別回

収が必要な事に加え、分解した後も土壌などに悪影響を与えない安全性の

保障が必要です。生分解性プラ識別表示制度は、こうした生分解性の基準

と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『生分解性プラ』のマークと

名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正しい使用法と製

品の普及促進を目的とする制度です。」、「生分解性プラの基準の概要」、

「１．全ての構成材料（成分）はＰＬに登録されていなければならない。 

２．構成材料としてＰＬの分類Ａに登録された生分解性合成高分子化合物

を含まなければならない。 ３．生分解性合成高分子化合物（ＰＬ分類Ａ）

と天然有機材料（ＰＬ分類Ｂ－８）の総計を５０．０重量または体積％以

上含むものでなければならない。 ４．１重量％以上含まれるすべての有

機材料は、当委員会が指定する生分解性試験において６０％以上の生分解

度が確認されたものでなければならない。 ５．１重量％未満の非生分解

性有機材料の合計量は、５重量％未満でなければならない。 ６．含まれ

る特定元素の量は、上限値を超えてはならない。」及び「ＴＪＣ株式会社の

取り扱い商品はＪＢＰＡの『生分解性プラ』マックを取得済です。」 

本件商品⑤ 

（ 別 添 写

し ３ － ２

－５） 

使い捨てられても自然環境中で

微生物によって水と二酸化炭素

に分解される生分解性 

  本件商品⑥ 

（ 別 添 写

し ３ － ２

－６） 

使い捨てられても自然環境中で

微生物によって水と二酸化炭素

に分解される生分解性 

8
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります」 

・「トウモロコシを原材料とした環境にやさしい」、「日本バイオプラスチ

ック協会の定める生分解性プラマーク認証製品」及び「生分解性」 

・「トウモロコシを主原料としたＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい 環境

にやさしい ポリ乳酸」 

  

 令和４年３

月１９日か

ら同年６月

３０日まで

の間 

・「環境にやさしい生分解性」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「登

録番号 Ｎｏ．１１４７」 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品」 

・「生分解性レジ袋」 

・「成分：ＰＬＡ、ＰＢＡＴなど」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「Ｎ

ｏ．１１４７」 

・「この製品は生分解性プラスチックでできています。（自然界の微生物で

水と二酸化炭素に分解されるプラスチック）左記のマークは日本バイオプ

ラスチック協会（ＪＢＰＡ）認定生分解性プラ商品であることを表してい

ます。生分解性プラとは、安全性が確認され、かつ樹木等と同じ程度、或

いはそれ以上の速度で生分解性を受けるプラスチック製品です。生分解の

速度は温度・湿度・微生物の影響で変わります。」 

・「本製品は植物由来の原料（ＰＬＡ）を配合しております。石油系原料お

よび二酸化炭素の排出の削減に貢献しています。」、「家庭堆肥等方法に

より、９０％以上自然に帰る。」、「植物由来成分３０％含有」、「堆肥

施設での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一例）」と

の記載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、「３０日

本件商品③ 

（ 別 添 写

し ３ － ２

－３） 

使い捨てられても自然環境中で

微生物によって水と二酸化炭素

に分解される生分解性 

8
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  後」としてビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、「６０

日後」としてビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の画像、

「９０日後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す画像及び

「※日本バイオプラスチック協会掲載」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ」、「※日本バイオプラスチック協会

とは、循環型社会の実現に重要な役割を果たす新素材であるバイオプラス

チック（生分解性プラスチックとバイオマスプラスチックの総称）の普及

促進と試験・評価制度の確立を目的に、１９８９年に設立された民間団体

です。」、「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラス

ト、「生分解性プラスチックは、その微生物分解性により使用後の環境負

荷低減につながる環境配慮型のプラスチックです。しかしその機能を有効

に活用するためには一般の非生分解性プラスチック製品との識別、分別回

収が必要な事に加え、分解した後も土壌などに悪影響を与えない安全性の

保障が必要です。生分解性プラ識別表示制度は、こうした生分解性の基準

と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『生分解性プラ』のマークと

名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正しい使用法と製

品の普及促進を目的とする制度です。」、「生分解性プラの基準の概要」、

「１．全ての構成材料（成分）はＰＬに登録されていなければならない。 

２．構成材料としてＰＬの分類Ａに登録された生分解性合成高分子化合物

を含まなければならない。 ３．生分解性合成高分子化合物（ＰＬ分類Ａ）

と天然有機材料（ＰＬ分類Ｂ－８）の総計を５０．０重量または体積％以

上含むものでなければならない。 ４．１重量％以上含まれるすべての有

機材料は、当委員会が指定する生分解性試験において６０％以上の生分解

度が確認されたものでなければならない。 ５．１重量％未満の非生分解

性有機材料の合計量は、５重量％未満でなければならない。 ６．含まれ

  

8
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  る特定元素の量は、上限値を超えてはならない。」及び「ＴＪＣ株式会社の

取り扱い商品はＪＢＰＡの『生分解性プラ』マックを取得済です。」 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります」 

・「トウモロコシを原材料とした環境にやさしい」、「日本バイオプラスチ

ック協会の定める生分解性プラマーク認証製品」及び「生分解性」 

・「トウモロコシを主原料としたＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい 環境

にやさしい ポリ乳酸」 

  

 遅くとも令

和４年１月

２１日から

同年３月８

日までの間 

・「生分解性ゴミ袋」 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト、「生分

解性プラスチック」及び「Ｎｏ．１１４８」 

・「このレジ袋は１００％自然に還る生分解性プラチックからできていま

す。」 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト及び「登

録番号 Ｎｏ．１１４８」 

・水中を泳ぐカメの画像と共に「２０１９年の調査で標本を採った稚魚のう

ち８．６％がマイクロプラスチックを食べていることが分かった。北極の

氷から世界の最深の海までプラスチックに汚染されている。」、「
・ ・ ・ ・
植物連鎖

によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡単に予想できま

す。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラスチックになり、

魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラスト、「捨てら

れたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼却処分、残りの

７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解するには何世紀もか

かります。」、「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・ＰＬＡ樹脂（ポ

リ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化

本件商品① 

（ 別 添 写

し ３ － ３

－１） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されま

す。」、「・地球にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用

後は生ゴミと同様にコンポストで処理することができます。焼却された場

合でも有害物質を発生しないので安全です。」、「メリット」、「・有機

肥料の質に影響を与えない」、「・有機リサイクル可能」及び「・投棄さ

れても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがな

い」 

・「生分解性プラスチックのライフサイクル」との記載と共に、生分解性プ

ラスチック製品が使用後に水及び二酸化炭素になるまでの流れを記載し

た図及び「＊引用元：ＪＢＰＡ日本バイオプラスチック協会 ｈｔｔｐ：

／／ｗｗｗ．ｊｂｐａｗｅｂ．ｎｅｔ／ｇｐ／」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ 日本バイオプラスチック協会は、通

産省基礎産業局長諮問機関（当時）であった“生分解性プラスチック実用

化検討委員会の提言に基き発足します。」、グリーンプラマークのイラス

トと共に「生分解性プラスチックは、分解した後も土壌などに悪影響を与

えない安全性の保障が必要です。グリーンプラ識別表示制度は、こうした

生分解性の基準と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『グリーンプ

ラ』のマークと名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正

しい使用法と製品の普及を促進する目的で取り組まれている認証識別制度

です。」及び「ＴＪＣ株式会社の取扱商品はＪＢＰＡのグリーンプラマー

クを取得済みです。」 

・「トウモロコシを原材料とした環境にやさしいゴミ袋 日本バイオプラス

チック協会の定めるグリーンプラマーク認証製品」及び「生分解性」 

・「トウモロコシを主原料としたＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい ポリ

乳酸 エコバッグ」 

  

8
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ・「主な原材料 生分解性プラスチック１００％」 

・「日本バイオプラスチック協会の定めるグリーンプラマーク認証製品 ※

登録番号Ｎｏ．１１４８」及び「【ＰＬＡ樹脂について】・ＰＬＡ樹脂（ポ

リ乳酸）生分解性プラスチックとは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水

分解を受けて低分子化され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水

にまで分解されます。・地球にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性

の為、使用後は生ゴミと同様にコンポストで処理することができます。」 

・「・日本バイオプラスチック協会の定める※グリーンプラマーク認証製品

です。」、「【ＰＬＡ樹脂の特性】・有機肥料の質に影響を与えない。・埋

め立てたり投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとし

てたまることがない。・生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に

優しいとアピールできる。」及び「【グリーンマークとは】主に植物由来の

樹脂でできていて、使用後微生物のはたらきにより、水と二酸化炭素に分

解され自然界へ循環していく性質のプラスチックであり、加えて有害な物

質を含まないなどという厳しい環境適合基準をみたしたものに使用できる

マークです。」 

  

 遅くとも令

和４年１月

２１日から

同年３月８

日までの間 

・「環境にやさしい生分解性」 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト及び「登

録番号 Ｎｏ．１１４７」 

・「生分解性レジ袋」 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト、「生分

解性プラスチック」及び「Ｎｏ．１１４７」 

・「このレジ袋は１００％自然に還る生分解性プラチックからできていま

す。」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ 日本バイオプラスチック協会は、通

本件商品② 

（ 別 添 写

し ３ － ３

－２） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

  本件商品③ 

（ 別 添 写

し ３ － ３

－３） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

8
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  産省基礎産業局長諮問機関（当時）であった“生分解性プラスチック実用

化検討委員会の提言に基き発足します。」、グリーンプラマークのイラス

トと共に「生分解性プラスチックは、分解した後も土壌などに悪影響を与

えない安全性の保障が必要です。グリーンプラ識別表示制度は、こうした

生分解性の基準と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『グリーンプ

ラ』のマークと名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正

しい使用法と製品の普及を促進する目的で取り組まれている認証識別制度

です。」及び「ＴＪＣ株式会社の取扱商品はＪＢＰＡのグリーンプラマー

クを取得済みです。」 

・「トウモロコシを原材料とした環境にやさしいストロー 日本バイオプラ

スチック協会の定めるグリーンプラマーク認証製品」及び「生分解性」 

・「トウモロコシを主原料としたＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい 環境

にやさしい ポリ乳酸」 

・「主な原材料 生分解性プラスチック１００％」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】・ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチック

とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微生

物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。・地球にやさ

しく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用後は生ゴミと同様にコンポ

ストで処理することができます。」 

・「・日本バイオプラスチック協会の定める※グリーンプラマーク認証製品

です。」、「【ＰＬＡ樹脂の特性】・有機肥料の質に影響を与えない。・埋

め立てたり投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとし

てたまることがない。・生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に

優しいとアピールできる。」及び「【グリーンマークとは】主に植物由来の

樹脂でできていて、使用後微生物のはたらきにより、水と二酸化炭素に分

解され自然界へ循環していく性質のプラスチックであり、加えて有害な物

質を含まないなどという厳しい環境適合基準をみたしたものに使用できる

マークです。」 

本件商品④ 

（ 別 添 写

し ３ － ３

－４） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

  本件商品⑤ 

（ 別 添 写

し ３ － ３

－５） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

  本件商品⑥ 

（ 別 添 写

し ３ － ３

－６） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

アマゾン

に開設し

たウェブ

ページ 

遅くとも令

和４年７月

６日以降 

・「生分解性」 

・「トウモロコシを主原料としたＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい ポリ

乳酸」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチックと

は、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微生物

などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」及び「【ＰＬ

Ａ樹脂の特性】・有機肥料の質に影響を与えない。・埋め立てたり投棄され

ても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない。・

生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいとアピールでき

る。」 

・「環境にやさしい生分解性レジ袋」 

・「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭ

ＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ 

ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」

との記載と共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト並びに「Ｈ

ＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「Ｈ

ＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解

性認証のマークのイラスト 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品 環境にやさしい・エコ」 

・手の平に木を載せたイラストと共に、「生分解性」、「本製品は、持続可

能な資源の活用にこだわっています。優れた生分解性と産業コンポスト条

件下での堆肥化が可能な分解性プラ製品です。 ＡＳＴＭ（米国試験材料

協会）が定める基準を満たし、米国Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｌａ

ｓｔｉｃ Ｉｎ－ｓｔｉｔｕｔｅの発行するコンポスト認証を取得して

おります。 また欧州の生分解性製品の認証機関であるＴÜＶ ＡＵＳＴ

ＲＩＡ社の“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ”を取得いたしました。今回取得した

本件商品② 

（ 別 添 写

し ４ － １

－２） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

本件商品③ 

（ 別 添 写

し ４ － １

－３） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

9
0



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  “ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ ＨＯＭＥ”は一般家庭のコンポストで生分解が

可能であることを認証するものです。」、「認証マーク」、「ＢＰＩ Ｃ

ＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭＰＯＳＴＡ

ＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ ＥＸＩＳＴ 

ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」との記載と

共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト、「ＨＯＭＥ」、「Ｏ

Ｋ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「ＨＯＭＥ Ｓ０

６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解性認証のマ

ークのイラスト、「※ＢＰＩ認証とは： Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐ

ｒｏｄｕｃｔｓ Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ 米国生分解素材認証機関（ＢＰ

Ｉ）による、生分解認証発行システム。生分解製品の使用促進を目的に立

ち上げ。国際的にも認知度が高い。」並びに「※ＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ（テ

ュフアースとリア）とは： 欧州を中心に生分解性材料・製品の認証を行

っている認証機関で、技術的な安全と品質の評価を専門とした、国際的な

第三者試験認証機関です。」 

・「植物連鎖によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡単に予

想できます。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラスチック

になり、魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラスト及

び「捨てられたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼却処

分、残りの７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解するには

何世紀もかかります。」 

・「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）とは、

ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微生物な

どにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」、「・地球にや

さしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用後は生ゴミと同様にコン

ポストで処理することができます。焼却された場合でも有害物質を発生し

本件商品⑤ 

（ 別 添 写

し ４ － １

－５） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

  本件商品⑥ 

（ 別 添 写

し ４ － １

－６） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

9
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

 遅くとも令

和４年７月

６日から同

年１０月８

日までの間 

ないので安全です。」、「メリット」、「・有機肥料の質に影響を与えない」、

「・有機リサイクル可能」及び「・投棄されても、微生物が食べて分解して

くれるので、ゴミとしてたまることがない」との記載と共に、手の平に地球

を載せたイラスト 

・「堆肥施設での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一

例）」との記載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、

「３０日後」としてビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、

「６０日後」としてビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の

画像及び「９０日後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す

画像 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります。」 

本件商品④ 

（ 別 添 写

し ４ － １

－４） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

 遅くとも令

和４年７月

４日以降 

・「生分解性」 

・「トウモロコシを主原料としたＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい ポリ

乳酸 エコバッグ」 

・「生分解性ゴミ袋」 

・「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭ

ＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ 

ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」

との記載と共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト並びに「Ｈ

ＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「Ｈ

ＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解

性認証のマークのイラスト 

・手の平に木を載せたイラストと共に、「生分解性」、「本製品は、持続可能

な資源の活用にこだわっています。優れた生分解性と産業コンポスト条件

本件商品① 

（ 別 添 写

し ４ － １

－１） 

投棄されても自然環境中で微生

物によって水と二酸化炭素に分

解される生分解性 

9
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  下での堆肥化が可能な分解性プラ製品です。 ＡＳＴＭ（米国試験材料協

会）が定める基準を満たし、米国Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｌａｓｔ

ｉｃ Ｉｎ－ｓｔｉｔｕｔｅの発行するコンポスト認証を取得しておりま

す。 また欧州の生分解性製品の認証機関であるＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ社

の“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ”を取得いたしました。今回取得した“ＯＫ Ｃ

ｏｍｐｏｓｔ ＨＯＭＥ”は一般家庭のコンポストで生分解が可能である

ことを認証するものです。」、「認証マーク」、「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴ

ＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬ

Ｙ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵ

Ｒ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」との記載と共にＢＰＩによ

る生分解性認証のマークのイラスト、「ＨＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓ

ｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「ＨＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載

と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解性認証のマークのイラスト、

「※ＢＰＩ認証とは： Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｒｏｄｕｃｔｓ

 Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ 米国生分解素材認証機関（ＢＰＩ）による、生分解

認証発行システム。生分解製品の使用促進を目的に立ち上げ。国際的にも認

知度が高い。」並びに「※ＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ（テュフアースとリア）

とは： 欧州を中心に生分解性材料・製品の認証を行っている認証機関で、

技術的な安全と品質の評価を専門とした、国際的な第三者試験認証機関で

す。」 

・「植物連鎖によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡単に予

想できます。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラスチック

になり、魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラスト及

び「捨てられたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼却処

分、残りの７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解するには

何世紀もかかります。」 

  

9
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ・「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）とは、

ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微生物な

どにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」、「・地球にや

さしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用後は生ゴミと同様にコン

ポストで処理することができます。焼却された場合でも有害物質を発生し

ないので安全です。」、「メリット」、「・有機肥料の質に影響を与えない」、

「・有機リサイクル可能」及び「・投棄されても、微生物が食べて分解して

くれるので、ゴミとしてたまることがない」との記載と共に、手の平に地球

を載せたイラスト 

・「堆肥施設での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一

例）」との記載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、

「３０日後」としてビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、

「６０日後」としてビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の

画像及び「９０日後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す

画像 

  

 遅くとも令

和４年１月

２４日から

同年４月１

８日までの

間 

・「生分解性」 

・「トウモロコシを主原料としたＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい ポリ

乳酸 エコバッグ」 

・「生分解性ゴミ袋」 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト、「生分

解性プラスチック」及び「Ｎｏ．１１４８」 

・「このレジ袋は１００％自然に還る生分解性プラチックからできていま

す。」 

・「生分解性プラスチックのライフサイクル」との記載と共に、生分解性プ

ラスチック製品が使用後に水及び二酸化炭素になるまでの流れを記載し

た図及び「＊引用元：ＪＢＰＡ日本バイオプラスチック協会 ｈｔｔｐ：

本件商品① 

（ 別 添 写

し ４ － ２

－１） 

投棄されても自然環境中で微生

物によって水と二酸化炭素に分

解される生分解性 

9
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ／／ｗｗｗ．ｊｂｐａｗｅｂ．ｎｅｔ／ｇｐ／」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ 日本バイオプラスチック協会は、通

産省基礎産業局長諮問機関（当時）であった“生分解性プラスチック実用

化検討委員会の提言に基き発足します。」、グリーンプラマークのイラス

トと共に「生分解性プラスチックは、分解した後も土壌などに悪影響を与

えない安全性の保障が必要です。グリーンプラ識別表示制度は、こうした

生分解性の基準と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『グリーンプ

ラ』のマークと名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正

しい使用法と製品の普及を促進する目的で取り組まれている認証識別制度

です。」及び「ＴＪＣ株式会社の取扱商品はＪＢＰＡのグリーンプラマー

クを取得済みです。」 

・水中を泳ぐカメの画像と共に「２０１９年の調査で標本を採った稚魚のう

ち８．６％がマイクロプラスチックを食べていることが分かった。北極の

氷から世界の最深の海までプラスチックに汚染されている。」、「
・ ・ ・ ・
植物連鎖

によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡単に予想できま

す。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラスチックになり、

魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラスト及び「捨て

られたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼却処分、残り

の７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解するには何世紀も

かかります。」 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト 

・「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）とは、

ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微生物な

どにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」、「・地球にや

さしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用後は生ゴミと同様にコン
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ポストで処理することができます。焼却された場合でも有害物質を発生し

ないので安全です。」、「メリット」、「・有機肥料の質に影響を与えない」、

「・有機リサイクル可能」及び「・投棄されても、微生物が食べて分解して

くれるので、ゴミとしてたまることがない」 

  

 遅くとも令

和４年１月

２１日から

同年４月１

８日までの

間 

・「生分解性」 

・「トウモロコシを主原料としたＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい ポリ

乳酸」 

・「本製品はＪＰＢＡグリーン取得済です。登録番号Ｎｏ．１１４７。」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチック

とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微

生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」及び

「【ＰＬＡ樹脂の特性】・有機肥料の質に影響を与えない。・埋め立てた

り投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまる

ことがない。・生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいと

アピールできる。」 

本件商品⑤ 

（ 別 添 写

し ４ － ２

－２） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

Ｑｏｏ１

０に開設

した自社

ウェブサ

イト 

遅くとも令

和４年７月

８日以降 

・「生分解性」 

・「ＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい」 

・「環境にやさしい生分解性」 

・「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭ

ＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ 

ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」

との記載と共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト並びに「Ｈ

ＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「Ｈ

ＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解

性認証のマークのイラスト 

本件商品②

（別添写し

５ － １ －

２） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ・「ＴＪＣ生分解性プラ製品 環境にやさしい・エコ」 

・「植物連鎖によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡単に予

想できます。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラスチック

になり、魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラスト、

「捨てられたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼却処分、

残りの７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解するには何世

紀もかかります。」、「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・ＰＬＡ樹

脂（ポリ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低

分子化され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解され

ます。」、「・地球にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用

後は生ゴミと同様にコンポストで処理することができます。焼却された場

合でも有害物質を発生しないので安全です。」、「メリット」、「・有機肥

料の質に影響を与えない」、「・有機リサイクル可能」及び「・投棄されて

も、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない」

との記載と共に、レジ袋の画像及び手の平に地球を載せたイラスト 

・手の平に木を載せたイラストと共に、「生分解性」、「本製品は、持続可

能な資源の活用にこだわっています。優れた生分解性と産業コンポスト条

件下での堆肥化が可能な分解性プラ製品です。 ＡＳＴＭ（米国試験材料

協会）が定める基準を満たし、米国Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｌａ

ｓｔｉｃ Ｉｎ－ｓｔｉｔｕｔｅの発行するコンポスト認証を取得して

おります。 また欧州の生分解性製品の認証機関であるＴÜＶ ＡＵＳＴ

ＲＩＡ社の“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ”を取得いたしました。今回取得した

“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ ＨＯＭＥ”は一般家庭のコンポストで生分解が

可能であることを認証するものです。」、「認証マーク」、「ＢＰＩ Ｃ

ＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭＰＯＳＴＡ

ＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ ＥＸＩＳＴ 

ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」との記載と

本件商品③ 

（別添写し

５ － １ －

３） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

  本件商品④ 

（別添写し

５ － １ －

４） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

9
7



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト、「ＨＯＭＥ」、「Ｏ

Ｋ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「ＨＯＭＥ Ｓ０

６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解性認証のマ

ークのイラスト、「※ＢＰＩ認証とは： Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐ

ｒｏｄｕｃｔｓ Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ 米国生分解素材認証機関（ＢＰ

Ｉ）による、生分解認証発行システム。生分解製品の使用促進を目的に立

ち上げ。国際的にも認知度が高い。」、「※ＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ（テュ

フアースとリア）とは： 欧州を中心に生分解性材料・製品の認証を行っ

ている認証機関で、技術的な安全と品質の評価を専門とした、国際的な第

三者試験認証機関です。」並びに「堆肥施設での生分解性プラスチック製

品生ゴミ袋の生分解の様子（一例）」との記載と共に、「初期状態」とし

てゴミ袋の画像、矢印の画像、「３０日後」としてビニールが崩壊してい

る様子を示す画像、矢印の画像、「６０日後」としてビニールが細かくな

っている様子を示す画像、矢印の画像及び「９０日後」としてビニールが

更に細かくなっている様子を示す画像 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります。」 

・「主な原材料 生分解性プラスチック」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】・ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチッ

クとは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、

微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。・地球

にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用後は生ゴミと同様

にコンポストで処理することができます。」 

・「【ＰＬＡ樹脂の特性】・有機肥料の質に影響を与えない。・埋め立てた

り投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまる

ことがない。・生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいと

アピールできる。」 

  

9
8



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

 令和４年７

月１日以降 

・「生分解性ゴミ袋」 

・「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭ

ＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ 

ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」

との記載と共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト並びに「Ｈ

ＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「Ｈ

ＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解

性認証のマークのイラスト 

・「生分解性」 

・「ＰＬＡポリ乳酸」 

・「ＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい」 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品 環境にやさしい・エコ」 

・「植物連鎖によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡単に予

想できます。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラスチック

になり、魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラスト、

「捨てられたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼却処

分、残りの７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解するには

何世紀もかかります。」、「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・Ｐ

ＬＡ樹脂（ポリ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受

けて低分子化され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分

解されます。」、「・地球にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の

為、使用後は生ゴミと同様にコンポストで処理することができます。焼却

された場合でも有害物質を発生しないので安全です。」、「メリット」、

「・有機肥料の質に影響を与えない」、「・有機リサイクル可能」及び「・

投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまるこ

とがない」との記載と共に手の平に地球を載せたイラスト 

本件商品① 

（ 別 添 写

し ５ － １

－１） 

投棄されても自然環境中で微生

物によって水と二酸化炭素に分

解される生分解性 

9
9



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ・手の平に木を載せたイラストと共に、「生分解性」、「本製品は、持続可

能な資源の活用にこだわっています。優れた生分解性と産業コンポスト条

件下での堆肥化が可能な分解性プラ製品です。 ＡＳＴＭ（米国試験材料

協会）が定める基準を満たし、米国Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｌａ

ｓｔｉｃ Ｉｎ－ｓｔｉｔｕｔｅの発行するコンポスト認証を取得して

おります。 また欧州の生分解性製品の認証機関であるＴÜＶ ＡＵＳＴ

ＲＩＡ社の“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ”を取得いたしました。今回取得した

“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ ＨＯＭＥ”は一般家庭のコンポストで生分解が

可能であることを認証するものです。」、「認証マーク」、「ＢＰＩ Ｃ

ＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭＰＯＳＴＡ

ＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ ＥＸＩＳＴ

 ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」との記載

と共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト、「ＨＯＭＥ」、「Ｏ

Ｋ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「ＨＯＭＥ Ｓ０

６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解性認証のマ

ークのイラスト、「※ＢＰＩ認証とは： Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ 

Ｐｒｏｄｕｃｔｓ Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ 米国生分解素材認証機関（ＢＰ

Ｉ）による、生分解認証発行システム。生分解製品の使用促進を目的に立

ち上げ。国際的にも認知度が高い。」、「※ＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ（テュ

フアースとリア）とは： 欧州を中心に生分解性材料・製品の認証を行っ

ている認証機関で、技術的な安全と品質の評価を専門とした、国際的な第

三者試験認証機関です。」並びに「堆肥施設での生分解性プラスチック製

品生ゴミ袋の生分解の様子（一例）」との記載と共に、「初期状態」とし

てゴミ袋の画像、矢印の画像、「３０日後」としてビニールが崩壊してい

る様子を示す画像、矢印の画像、「６０日後」としてビニールが細かくな

っている様子を示す画像、矢印の画像及び「９０日後」としてビニールが

  

1
0
0



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  更に細かくなっている様子を示す画像 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります。」 

  

 令和４年７

月１日以降 

・「生分解性」 

・「ＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい」 

・「環境にやさしい生分解性」 

・「ＢＰＩ ＣＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭ

ＰＯＳＴＡＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ 

ＥＸＩＳＴ ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」

との記載と共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト並びに「Ｈ

ＯＭＥ」、「ＯＫ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「Ｈ

ＯＭＥ Ｓ０６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解

性認証のマークのイラスト 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品 環境にやさしい・エコ」 

・「植物連鎖によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡単に予

想できます。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラスチック

になり、魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラスト、

「捨てられたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼却処

分、残りの７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解するには

何世紀もかかります。」、「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・Ｐ

ＬＡ樹脂（ポリ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受

けて低分子化され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分

解されます。」、「・地球にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の

為、使用後は生ゴミと同様にコンポストで処理することができます。焼却

された場合でも有害物質を発生しないので安全です。」、「メリット」、

「・有機肥料の質に影響を与えない」、「・有機リサイクル可能」及び「・

本件商品⑤ 

（ 別 添 写

し ５ － １

－５） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

1
0
1



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまるこ

とがない」との記載と共に、レジ袋の画像及び手の平に地球を載せたイラ

スト 

・手の平に木を載せたイラストと共に、「生分解性」、「本製品は、持続可

能な資源の活用にこだわっています。優れた生分解性と産業コンポスト条

件下での堆肥化が可能な分解性プラ製品です。 ＡＳＴＭ（米国試験材料

協会）が定める基準を満たし、米国Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐｌａ

ｓｔｉｃ Ｉｎ－ｓｔｉｔｕｔｅの発行するコンポスト認証を取得して

おります。 また欧州の生分解性製品の認証機関であるＴÜＶ ＡＵＳＴ

ＲＩＡ社の“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ”を取得いたしました。今回取得した

“ＯＫ Ｃｏｍｐｏｓｔ ＨＯＭＥ”は一般家庭のコンポストで生分解が

可能であることを認証するものです。」、「認証マーク」、「ＢＰＩ Ｃ

ＯＭＰＯＳＴＡＢＬＥ ＣＯＭＭＥＲＣＩＡＬＬＹ ＣＯＭＰＯＳＴＡ

ＢＬＥ ＯＮＬＹ．ＦＡＣＩＬＩＴＩＥＳ ＭＡＹ ＮＯＴ ＥＸＩＳＴ 

ＩＮ ＹＯＵＲ ＡＲＥＡ．ＣＥＲＴ ＃１０５２８６７１」との記載と

共にＢＰＩによる生分解性認証のマークのイラスト、「ＨＯＭＥ」、「Ｏ

Ｋ ｃｏｍｐｏｓｔ」、「ＴŪＶ ＡＵＳＴＲＩＡ」及び「ＨＯＭＥ Ｓ０

６４７」との記載と共にＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡによる生分解性認証のマ

ークのイラスト、「※ＢＰＩ認証とは： Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂｌｅ Ｐ

ｒｏｄｕｃｔｓ Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ 米国生分解素材認証機関（ＢＰ

Ｉ）による、生分解認証発行システム。生分解製品の使用促進を目的に立

ち上げ。国際的にも認知度が高い。」、「※ＴÜＶ ＡＵＳＴＲＩＡ（テュ

フアースとリア）とは： 欧州を中心に生分解性材料・製品の認証を行っ

ている認証機関で、技術的な安全と品質の評価を専門とした、国際的な第

三者試験認証機関です。」並びに「堆肥施設での生分解性プラスチック製

品生ゴミ袋の生分解の様子（一例）」との記載と共に、「初期状態」とし

本件商品⑥ 

（ 別 添 写

し ５ － １

－６） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

1
0
2



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  てゴミ袋の画像、矢印の画像、「３０日後」としてビニールが崩壊してい

る様子を示す画像、矢印の画像、「６０日後」としてビニールが細かくな

っている様子を示す画像、矢印の画像及び「９０日後」としてビニールが

更に細かくなっている様子を示す画像 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります。」 

・「主な原材料 生分解性プラスチック」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】・ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチッ

クとは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、

微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。・地球

にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用後は生ゴミと同様

にコンポストで処理することができます。」 

・「【ＰＬＡ樹脂の特性】・有機肥料の質に影響を与えない。・埋め立てた

り投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまる

ことがない。・生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいと

アピールできる。」 

  

 令和４年３

月１７日か

ら同年６月

３０日まで

の間 

・「生分解性ゴミ袋」 

・「生分解性」 

・「ＰＬＡポリ乳酸」 

・「ＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「登

録番号 Ｎｏ．１１４８」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「Ｎ

ｏ．１１４８」 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト、「生分

本件商品① 

（ 別 添 写

し ５ － ２

－１） 

使い捨てられても自然に還る生

分解性 

1
0
3



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  解性プラスチック」及び「Ｎｏ．１１４８」 

・「このレジ袋は１００％自然に還る生分解性プラチックからできていま

す。」 

・「本製品は植物由来の原料（ＰＬＡ）を配合しております。石油系原料お

よび二酸化炭素の排出の削減に貢献しています。」、「家庭堆肥等方法に

より、９０％以上自然に帰る。」、「植物由来成分３０％含有」、「堆肥

施設での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一例）」と

の記載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、「３０日

後」としてビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、「６０

日後」としてビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の画像、

「９０日後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す画像及び

「※日本バイオプラスチック協会掲載」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ」、「※日本バイオプラスチック協会

とは、循環型社会の実現に重要な役割を果たす新素材であるバイオプラス

チック（生分解性プラスチックとバイオマスプラスチックの総称）の普及

促進と試験・評価制度の確立を目的に、１９８９年に設立された民間団体

です。」、「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラス

ト、「生分解性プラスチックは、その微生物分解性により使用後の環境負

荷低減につながる環境配慮型のプラスチックです。しかしその機能を有効

に活用するためには一般の非生分解性プラスチック製品との識別、分別回

収が必要な事に加え、分解した後も土壌などに悪影響を与えない安全性の

保障が必要です。生分解性プラ識別表示制度は、こうした生分解性の基準

と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『生分解性プラ』のマークと

名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正しい使用法と製

品の普及促進を目的とする制度です。」、「生分解性プラの基準の概要」、

  

1
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  「１．全ての構成材料（成分）はＰＬに登録されていなければならない。 

２．構成材料としてＰＬの分類Ａに登録された生分解性合成高分子化合物

を含まなければならない。 ３．生分解性合成高分子化合物（ＰＬ分類Ａ）

と天然有機材料（ＰＬ分類Ｂ－８）の総計を５０．０重量または体積％以

上含むものでなければならない。 ４．１重量％以上含まれるすべての有

機材料は、当委員会が指定する生分解性試験において６０％以上の生分解

度が確認されたものでなければならない。 ５．１重量％未満の非生分解

性有機材料の合計量は、５重量％未満でなければならない。 ６．含まれ

る特定元素の量は、上限値を超えてはならない。」及び「ＴＪＣ株式会社の

取り扱い商品はＪＢＰＡの『生分解性プラ』マックを取得済です。」 

  

 令和４年３

月１８日か

ら同年６月

３０日まで

の間 

・「生分解性」 

・「ＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい」 

・「環境にやさしい生分解性」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「登

録番号Ｎｏ．１１４７」 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品」 

・「生分解性レジ袋」 

・「成分：ＰＬＡ、ＰＢＡＴなど」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「Ｎ

ｏ．１１４７」 

・「この製品は生分解性プラスチックでできています。（自然界の微生物で

水と二酸化炭素に分解されるプラスチック）左記のマークは日本バイオプ

ラスチック協会（ＪＢＰＡ）認定生分解性プラ商品であることを表してい

ます。生分解性プラとは、安全性が確認され、かつ樹木等と同じ程度、或

いはそれ以上の速度で生分解性を受けるプラスチック製品です。生分解の

本件商品⑤ 

（ 別 添 写

し ５ － ２

－２） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

1
0
5



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  速度は温度・湿度・微生物の影響で変わります。」 

・「本製品は植物由来の原料（ＰＬＡ）を配合しております。石油系原料お

よび二酸化炭素の排出の削減に貢献しています。」、「家庭堆肥等方法に

より、９０％以上自然に帰る。」、「植物由来成分３０％含有」、「堆肥

施設での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一例）」と

の記載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、「３０日

後」としてビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、「６０

日後」としてビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の画像、

「９０日後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す画像及び

「※日本バイオプラスチック協会掲載」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ」、「※日本バイオプラスチック協会

とは、循環型社会の実現に重要な役割を果たす新素材であるバイオプラス

チック（生分解性プラスチックとバイオマスプラスチックの総称）の普及

促進と試験・評価制度の確立を目的に、１９８９年に設立された民間団体

です。」、「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラス

ト、「生分解性プラスチックは、その微生物分解性により使用後の環境負

荷低減につながる環境配慮型のプラスチックです。しかしその機能を有効

に活用するためには一般の非生分解性プラスチック製品との識別、分別回

収が必要な事に加え、分解した後も土壌などに悪影響を与えない安全性の

保障が必要です。生分解性プラ識別表示制度は、こうした生分解性の基準

と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『生分解性プラ』のマークと

名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正しい使用法と製

品の普及促進を目的とする制度です。」、「生分解性プラの基準の概要」、

「１．全ての構成材料（成分）はＰＬに登録されていなければならない。 

２．構成材料としてＰＬの分類Ａに登録された生分解性合成高分子化合物

本件商品⑥ 

（ 別 添 写

し ５ － ２

－３） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

1
0
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  を含まなければならない。 ３．生分解性合成高分子化合物（ＰＬ分類Ａ）

と天然有機材料（ＰＬ分類Ｂ－８）の総計を５０．０重量または体積％以

上含むものでなければならない。 ４．１重量％以上含まれるすべての有

機材料は、当委員会が指定する生分解性試験において６０％以上の生分解

度が確認されたものでなければならない。 ５．１重量％未満の非生分解

性有機材料の合計量は、５重量％未満でなければならない。 ６．含まれ

る特定元素の量は、上限値を超えてはならない。」及び「ＴＪＣ株式会社の

取り扱い商品はＪＢＰＡの『生分解性プラ』マックを取得済です。」 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります」 

・「主な原材料 生分解性プラスチック」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】・ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチッ

クとは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、

微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。・地球

にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用後は生ゴミと同様

にコンポストで処理することができます。」、「・日本バイオプラスチッ

ク協会の定める※グリーンプラマーク認証製品です。」、「【ＰＬＡ樹脂

の特性】・有機肥料の質に影響を与えない。・埋め立てたり投棄されても、

微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない。・生

分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいとアピールでき

る。」及び「【生分解性プラマークとは】主に植物由来の樹脂でできてい

て、使用後微生物のはたらきにより、水と二酸化炭素に分解され自然界へ

循環していく性質のプラスチックであり、加えて有害な物質を含まないな

どという厳しい環境適合基準をみたしたものに使用できるマークです。」 
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

 遅くとも令

和４年２月

１日から同

年３月１６

日までの間 

・「生分解性」 

・「ＰＬＡポリ乳酸」 

・「ＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい」 

・「生分解性ゴミ袋」 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト、「生分

解性プラスチック」及び「Ｎｏ．１１４８」 

・「このレジ袋は１００％自然に還る生分解性プラチックからできていま

す。」 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト及び「登

録番号Ｎｏ．１１４８」 

・「生分解性プラスチックのライフサイクル」との記載と共に、生分解性プ

ラスチック製品が使用後に水及び二酸化炭素になるまでの流れを記載し

た図、「＊引用元：ＪＢＰＡ日本バイオプラスチック協会 ｈｔｔｐ：／

／ｗｗｗ．ｊｂｐａｗｅｂ．ｎｅｔ／ｇｐ／」、「ＪＢＰＡ 日本バイオ

プラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃ

ｉａｔｉｏｎ 日本バイオプラスチック協会は、通産省基礎産業局長諮問

機関（当時）であった“生分解性プラスチック実用化検討委員会の提言に

基き発足します。」、グリーンプラマークのイラストと共に「生分解性プ

ラスチックは、分解した後も土壌などに悪影響を与えない安全性の保障が

必要です。グリーンプラ識別表示制度は、こうした生分解性の基準と、環

境適合性の審査基準を満たした製品に『グリーンプラ』のマークと名称の

使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正しい使用法と製品の普

及を促進する目的で取り組まれている認証識別制度です。」、「ＴＪＣ株

式会社の取扱商品はＪＢＰＡのグリーンプラマークを取得済みです。」、

水中を泳ぐカメの画像と共に「２０１９年の調査で標本を採った稚魚のう

ち８．６％がマイクロプラスチックを食べていることが分かった。北極の

本件商品① 

（ 別 添 写

し ５ － ３

－１） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

1
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  氷から世界の最深の海までプラスチックに汚染されている。」、「
・ ・ ・ ・
植物連鎖

によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡単に予想できま

す。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラスチックになり、

魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラスト、「捨てら

れたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼却処分、残りの

７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解するには何世紀もか

かります。」、「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・ＰＬＡ樹脂（ポ

リ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化

され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されま

す。」、「・地球にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用

後は生ゴミと同様にコンポストで処理することができます。焼却された場

合でも有害物質を発生しないので安全です。」、「メリット」、「・有機

肥料の質に影響を与えない」、「・有機リサイクル可能」及び「・投棄さ

れても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがな

い」 

・「主な原材料 生分解性プラスチック１００％」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】・ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチッ

クとは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、

微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。・地球

にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用後は生ゴミと同様

にコンポストで処理することができます。」、「・日本バイオプラスチッ

ク協会の定める※グリーンプラマーク認証製品です。」、「【ＰＬＡ樹脂

の特性】・有機肥料の質に影響を与えない。・埋め立てたり投棄されても、

微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない。・生

分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいとアピールでき

る。」及び「【グリーンマークとは】主に植物由来の樹脂でできていて、
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  使用後微生物のはたらきにより、水と二酸化炭素に分解され自然界へ循環

していく性質のプラスチックであり、加えて有害な物質を含まないなどと

いう厳しい環境適合基準をみたしたものに使用できるマークです。」 

  

 遅くとも令

和４年２月

１日から同

年３月１６

日までの間 

・「生分解性」 

・「ＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい」 

・「環境にやさしい生分解性」 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト及び「登

録番号 Ｎｏ．１１４７」 

・「生分解性レジ袋」 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト、「生分

解性プラスチック」及び「Ｎｏ．１１４７」 

・「このレジ袋は１００％自然に還る生分解性プラチックからできていま

す。」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ 日本バイオプラスチック協会は、通

産省基礎産業局長諮問機関（当時）であった“生分解性プラスチック実用

化検討委員会の提言に基き発足します。」、グリーンプラマークのイラス

トと共に「生分解性プラスチックは、分解した後も土壌などに悪影響を与

えない安全性の保障が必要です。グリーンプラ識別表示制度は、こうした

生分解性の基準と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『グリーンプ

ラ』のマークと名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正

しい使用法と製品の普及を促進する目的で取り組まれている認証識別制度

です。」、「ＴＪＣ株式会社の取扱商品はＪＢＰＡのグリーンプラマークを

取得済みです。」、水中を泳ぐカメの画像と共に「２０１９年の調査で標本

を採った稚魚のうち８．６％がマイクロプラスチックを食べていることが

分かった。北極の氷から世界の最深の海までプラスチックに汚染されてい

本件商品⑤ 

（ 別 添 写

し ５ － ３

－２） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

  本件商品⑥ 

（ 別 添 写

し ５ － ３

－３） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

1
1
0



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  る。」、「
・ ・ ・ ・
植物連鎖によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡

単に予想できます。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラス

チックになり、魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラ

スト、「捨てられたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼

却処分、残りの７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解する

には何世紀もかかります。」、「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・

ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を

受けて低分子化され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで

分解されます。」、「・地球にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の

為、使用後は生ゴミと同様にコンポストで処理することができます。焼却

された場合でも有害物質を発生しないので安全です。」、「メリット」、「・

有機肥料の質に影響を与えない」、「・有機リサイクル可能」、「・投棄さ

れても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがな

い」、「生分解性プラスチックのライフサイクル」との記載と共に、生分解

性プラスチック製品が使用後に水及び二酸化炭素になるまでの流れを記載

した図及び「＊引用元：ＪＢＰＡ日本バイオプラスチック協会 ｈｔｔｐ：

／／ｗｗｗ．ｊｂｐａｗｅｂ．ｎｅｔ／ｇｐ／」 

・「主な原材料 生分解性プラスチック１００％」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】・ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチッ

クとは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、

微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。・地球

にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用後は生ゴミと同様

にコンポストで処理することができます。」、「・日本バイオプラスチッ

ク協会の定める※グリーンプラマーク認証製品です。」、「【ＰＬＡ樹脂

の特性】・有機肥料の質に影響を与えない。・埋め立てたり投棄されても、

微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがない。・生

  

1
1
1



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいとアピールでき

る。」及び「【グリーンマークとは】主に植物由来の樹脂でできていて、

使用後微生物のはたらきにより、水と二酸化炭素に分解され自然界へ循環

していく性質のプラスチックであり、加えて有害な物質を含まないなどと

いう厳しい環境適合基準をみたしたものに使用できるマークです。」 

  

ａｕ  Ｐ

ＡＹに開

設した自

社ウェブ

サイト 

令和４年３

月１８日以

降 

・「生分解性ゴミ袋」 

・「生分解性プラスチックごみ袋」 

・「ＰＬＡ＋ＰＢＡＴ ポリ乳酸 環境に優しい 生分解性プラ 脱プラ対

策」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「登

録番号Ｎｏ．１１４８」 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品」 

・「成分：ＰＬＡ、ＰＢＡＴなど」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「Ｎ

ｏ．１１４８」 

・「この製品は生分解性プラスチックでできています。（自然界の微生物で

水と二酸化炭素に分解されるプラスチック）左記のマークは日本バイオプ

ラスチック協会（ＪＢＰＡ）認定生分解性プラ商品であることを表してい

ます。生分解性プラとは、安全性が確認され、かつ樹木等と同じ程度、或

いはそれ以上の速度で生分解性を受けるプラスチック製品です。生分解の

速度は温度・湿度・微生物の影響で変わります。」 

・「本製品は植物由来の原料（ＰＬＡ）を配合しております。石油系原料お

よび二酸化炭素の排出の削減に貢献しています。」、「家庭堆肥等方法に

より、９０％以上自然に帰る。」、「植物由来成分３０％含有」、「堆肥

施設での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一例）」と

の記載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、「３０日

本件商品① 

（ 別 添 写

し ６ － １

－１） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

1
1
2



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  後」としてビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、「６０

日後」としてビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の画像、

「９０日後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す画像及び

「※日本バイオプラスチック協会掲載」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ」、「※日本バイオプラスチック協会

とは、循環型社会の実現に重要な役割を果たす新素材であるバイオプラス

チック（生分解性プラスチックとバイオマスプラスチックの総称）の普及

促進と試験・評価制度の確立を目的に、１９８９年に設立された民間団体

です。」、「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラス

ト、「生分解性プラスチックは、その微生物分解性により使用後の環境負

荷低減につながる環境配慮型のプラスチックです。しかしその機能を有効

に活用するためには一般の非生分解性プラスチック製品との識別、分別回

収が必要な事に加え、分解した後も土壌などに悪影響を与えない安全性の

保障が必要です。生分解性プラ識別表示制度は、こうした生分解性の基準

と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『生分解性プラ』のマークと

名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正しい使用法と製

品の普及促進を目的とする制度です。」、「生分解性プラの基準の概要」、

「１．全ての構成材料（成分）はＰＬに登録されていなければならない。 

２．構成材料としてＰＬの分類Ａに登録された生分解性合成高分子化合物

を含まなければならない。 ３．生分解性合成高分子化合物（ＰＬ分類Ａ）

と天然有機材料（ＰＬ分類Ｂ－８）の総計を５０．０重量または体積％以

上含むものでなければならない。 ４．１重量％以上含まれるすべての有

機材料は、当委員会が指定する生分解性試験において６０％以上の生分解

度が確認されたものでなければならない。 ５．１重量％未満の非生分解

性有機材料の合計量は、５重量％未満でなければならない。 ６．含まれ

  

1
1
3



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  る特定元素の量は、上限値を超えてはならない。」及び「ＴＪＣ株式会社の

取り扱い商品はＪＢＰＡの『生分解性プラ』マックを取得済です。」 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります」 

・「【ＰＬＡ樹脂の特性】●有機肥料の質に影響を与えない。●埋め立てた

り投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまる

ことがない。●生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいと

アピールできる。」 

・「【主な原材料】生分解性プラスチック」 

  

 令和４年３

月１７日以

降 

・「生分解性」 

・「ＰＬＡ＋ＰＢＡＴ 環境に優しい 生分解性プラ 脱プラ対策」 

・「環境にやさしい生分解性」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「登

録番号Ｎｏ．１１４７」 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品」 

・「生分解性レジ袋」 

・「成分：ＰＬＡ、ＰＢＡＴなど」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「Ｎ

ｏ．１１４７」 

・「この製品は生分解性プラスチックでできています。（自然界の微生物で

水と二酸化炭素に分解されるプラスチック）左記のマークは日本バイオプ

ラスチック協会（ＪＢＰＡ）認定生分解性プラ製品であることを表してい

ます。生分解性プラとは、安全性が確認され、かつ樹木等と同じ程度、或

いはそれ以上の速度で生分解性を受けるプラスチック商品です。生分解の

速度は温度・湿度・微生物の影響で変わります。」 

・「本製品は植物由来の原料（ＰＬＡ）を配合しております。石油系原料お

本件商品② 

（ 別 添 写

し ６ － １

－２） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

1
1
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  よび二酸化炭素の排出の削減に貢献しています。」、「家庭堆肥等方法に

より、９０％以上自然に帰る。」、「植物由来成分３０％含有」、「堆肥

施設での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一例）」と

の記載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、「３０日

後」としてビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、「６０

日後」としてビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の画像、

「９０日後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す画像及び

「※日本バイオプラスチック協会掲載」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ」、「※日本バイオプラスチック協会

とは、循環型社会の実現に重要な役割を果たす新素材であるバイオプラス

チック（生分解性プラスチックとバイオマスプラスチックの総称）の普及

促進と試験・評価制度の確立を目的に、１９８９年に設立された民間団体

です。」、「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラス

ト、「生分解性プラスチックは、その微生物分解性により使用後の環境負

荷低減につながる環境配慮型のプラスチックです。しかしその機能を有効

に活用するためには一般の非生分解性プラスチック製品との識別、分別回

収が必要な事に加え、分解した後も土壌などに悪影響を与えない安全性の

保障が必要です。生分解性プラ識別表示制度は、こうした生分解性の基準

と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『生分解性プラ』のマークと

名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正しい使用法と製

品の普及促進を目的とする制度です。」、「生分解性プラの基準の概要」、

「１．全ての構成材料（成分）はＰＬに登録されていなければならない。 

２．構成材料としてＰＬの分類Ａに登録された生分解性合成高分子化合物

を含まなければならない。 ３．生分解性合成高分子化合物（ＰＬ分類Ａ）

と天然有機材料（ＰＬ分類Ｂ－８）の総計を５０．０重量または体積％以

本件商品④ 

（ 別 添 写

し ６ － １

－４） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

1
1
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  上含むものでなければならない。 ４．１重量％以上含まれるすべての有

機材料は、当委員会が指定する生分解性試験において６０％以上の生分解

度が確認されたものでなければならない。 ５．１重量％未満の非生分解

性有機材料の合計量は、５重量％未満でなければならない。 ６．含まれ

る特定元素の量は、上限値を超えてはならない。」及び「ＴＪＣ株式会社の

取り扱い商品はＪＢＰＡの『生分解性プラ』マックを取得済です。」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチック

とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微

生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」及び

「【ＰＬＡ樹脂の特性】●有機肥料の質に影響を与えない。●埋め立てた

り投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまる

ことがない。●生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいと

アピールできる。」 

・「【主な原材料】生分解性プラスチック」 

  

 令和４年３

月１７日以

降 

・「生分解性」 

・「ＰＬＡ＋ＰＢＡＴ 環境に優しい 生分解性プラ 脱プラ対策」 

・「環境にやさしい生分解性」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「登

録番号Ｎｏ．１１４７」 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品」 

・「生分解性レジ袋」 

・「成分：ＰＬＡ、ＰＢＡＴなど」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「Ｎ

ｏ．１１４７」 

・「この製品は生分解性プラスチックでできています。（自然界の微生物で

水と二酸化炭素に分解されるプラスチック）左記のマークは日本バイオプ

本件商品③ 

（ 別 添 写

し ６ － １

－３） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

1
1
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ラスチック協会（ＪＢＰＡ）認定生分解性プラ商品であることを表してい

ます。生分解性プラとは、安全性が確認され、かつ樹木等と同じ程度、或

いはそれ以上の速度で生分解性を受けるプラスチック製品です。生分解の

速度は温度・湿度・微生物の影響で変わります。」 

・「本製品は植物由来の原料（ＰＬＡ）を配合しております。石油系原料お

よび二酸化炭素の排出の削減に貢献しています。」、「家庭堆肥等方法に

より、９０％以上自然に帰る。」、「植物由来成分３０％含有」、「堆肥

施設での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一例）」と

の記載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、「３０日

後」としてビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、「６０

日後」としてビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の画像、

「９０日後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す画像及び

「※日本バイオプラスチック協会掲載」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ」、「※日本バイオプラスチック協会

とは、循環型社会の実現に重要な役割を果たす新素材であるバイオプラス

チック（生分解性プラスチックとバイオマスプラスチックの総称）の普及

促進と試験・評価制度の確立を目的に、１９８９年に設立された民間団体

です。」、「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラス

ト、「生分解性プラスチックは、その微生物分解性により使用後の環境負

荷低減につながる環境配慮型のプラスチックです。しかしその機能を有効

に活用するためには一般の非生分解性プラスチック製品との識別、分別回

収が必要な事に加え、分解した後も土壌などに悪影響を与えない安全性の

保障が必要です。生分解性プラ識別表示制度は、こうした生分解性の基準

と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『生分解性プラ』のマークと

名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正しい使用法と製
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  品の普及促進を目的とする制度です。」、「生分解性プラの基準の概要」、

「１．全ての構成材料（成分）はＰＬに登録されていなければならない。 

２．構成材料としてＰＬの分類Ａに登録された生分解性合成高分子化合物

を含まなければならない。 ３．生分解性合成高分子化合物（ＰＬ分類Ａ）

と天然有機材料（ＰＬ分類Ｂ－８）の総計を５０．０重量または体積％以

上含むものでなければならない。 ４．１重量％以上含まれるすべての有

機材料は、当委員会が指定する生分解性試験において６０％以上の生分解

度が確認されたものでなければならない。 ５．１重量％未満の非生分解

性有機材料の合計量は、５重量％未満でなければならない。 ６．含まれ

る特定元素の量は、上限値を超えてはならない。」及び「ＴＪＣ株式会社の

取り扱い商品はＪＢＰＡの『生分解性プラ』マックを取得済です。」 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります」 

・「【ＰＬＡ樹脂の特性】●有機肥料の質に影響を与えない。●埋め立てた

り投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまる

ことがない。●生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいと

アピールできる。」 

・「【主な原材料】生分解性プラスチック」 

  

 令和４年３

月１７日以

降 

・「生分解性」 

・「ＰＬＡ＋ＰＢＡＴ 環境に優しい 生分解性プラ 脱プラ対策」 

・「環境にやさしい生分解性」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「登

録番号Ｎｏ．１１４７」 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品」 

・「生分解性レジ袋」 

・「成分：ＰＬＡ、ＰＢＡＴなど」 

本件商品⑤ 

（ 別 添 写

し ６ － １

－５） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

1
1
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表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「Ｎ

ｏ．１１４７」 

・「この製品は生分解性プラスチックでできています。（自然界の微生物で

水と二酸化炭素に分解されるプラスチック）左記のマークは日本バイオプ

ラスチック協会（ＪＢＰＡ）認定生分解性プラ商品であることを表してい

ます。生分解性プラとは、安全性が確認され、かつ樹木等と同じ程度、或

いはそれ以上の速度で生分解性を受けるプラスチック製品です。生分解の

速度は温度・湿度・微生物の影響で変わります。」 

・「本製品は植物由来の原料（ＰＬＡ）を配合しております。石油系原料お

よび二酸化炭素の排出の削減に貢献しています。」、「家庭堆肥等方法に

より、９０％以上自然に帰る。」、「植物由来成分３０％含有」、「堆肥

施設での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一例）」と

の記載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、「３０日

後」としてビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、「６０

日後」としてビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の画像、

「９０日後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す画像及び

「※日本バイオプラスチック協会掲載」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ」、「※日本バイオプラスチック協会

とは、循環型社会の実現に重要な役割を果たす新素材であるバイオプラス

チック（生分解性プラスチックとバイオマスプラスチックの総称）の普及

促進と試験・評価制度の確立を目的に、１９８９年に設立された民間団体

です。」、「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラス

ト、「生分解性プラスチックは、その微生物分解性により使用後の環境負

荷低減につながる環境配慮型のプラスチックです。しかしその機能を有効

に活用するためには一般の非生分解性プラスチック製品との識別、分別回

  

1
1
9



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  収が必要な事に加え、分解した後も土壌などに悪影響を与えない安全性の

保障が必要です。生分解性プラ識別表示制度は、こうした生分解性の基準

と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『生分解性プラ』のマークと

名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正しい使用法と製

品の普及促進を目的とする制度です。」、「生分解性プラの基準の概要」、

「１．全ての構成材料（成分）はＰＬに登録されていなければならない。 

２．構成材料としてＰＬの分類Ａに登録された生分解性合成高分子化合物

を含まなければならない。 ３．生分解性合成高分子化合物（ＰＬ分類Ａ）

と天然有機材料（ＰＬ分類Ｂ－８）の総計を５０．０重量または体積％以

上含むものでなければならない。 ４．１重量％以上含まれるすべての有

機材料は、当委員会が指定する生分解性試験において６０％以上の生分解

度が確認されたものでなければならない。 ５．１重量％未満の非生分解

性有機材料の合計量は、５重量％未満でなければならない。 ６．含まれ

る特定元素の量は、上限値を超えてはならない。」及び「ＴＪＣ株式会社の

取り扱い商品はＪＢＰＡの『生分解性プラ』マックを取得済です。」 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります」 

・「【ＰＬＡ樹脂について】ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチック

とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、微

生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」及び

「【ＰＬＡ樹脂の特性】●有機肥料の質に影響を与えない。●埋め立てた

り投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまる

ことがない。●生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいと

アピールできる。」 

・「【主な原材料】生分解性プラスチック」 

  

1
2
0



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

 令和４年３

月１７日以

降 

・「生分解性」 

・「ＰＬＡ＋ＰＢＡＴ 環境に優しい 生分解性プラ 脱プラ対策」 

・「環境にやさしい生分解性」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「登

録番号Ｎｏ．１１４７」 

・「ＴＪＣ生分解性プラ製品」 

・「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラスト及び「Ｎ

ｏ．１１４７」 

・「本製品は植物由来の原料（ＰＬＡ）を配合しております。石油系原料お

よび二酸化炭素の排出の削減に貢献しています。」、「家庭堆肥等方法に

より、９０％以上自然に帰る。」、「植物由来成分３０％含有」、「堆肥

施設での生分解性プラスチック製品生ゴミ袋の生分解の様子（一例）」と

の記載と共に、「初期状態」としてゴミ袋の画像、矢印の画像、「３０日

後」としてビニールが崩壊している様子を示す画像、矢印の画像、「６０

日後」としてビニールが細かくなっている様子を示す画像、矢印の画像、

「９０日後」としてビニールが更に細かくなっている様子を示す画像及び

「※日本バイオプラスチック協会掲載」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ」、「※日本バイオプラスチック協会

とは、循環型社会の実現に重要な役割を果たす新素材であるバイオプラス

チック（生分解性プラスチックとバイオマスプラスチックの総称）の普及

促進と試験・評価制度の確立を目的に、１９８９年に設立された民間団体

です。」、「生分解性プラ」との記載と共に生分解性プラマークのイラス

ト、「生分解性プラスチックは、その微生物分解性により使用後の環境負

荷低減につながる環境配慮型のプラスチックです。しかしその機能を有効

に活用するためには一般の非生分解性プラスチック製品との識別、分別回

本件商品⑥ 

（ 別 添 写

し ６ － １

－６） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって分

解される生分解性 

1
2
1



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  収が必要な事に加え、分解した後も土壌などに悪影響を与えない安全性の

保障が必要です。生分解性プラ識別表示制度は、こうした生分解性の基準

と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『生分解性プラ』のマークと

名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正しい使用法と製

品の普及促進を目的とする制度です。」、「生分解性プラの基準の概要」、

「１．全ての構成材料（成分）はＰＬに登録されていなければならない。 

２．構成材料としてＰＬの分類Ａに登録された生分解性合成高分子化合物

を含まなければならない。 ３．生分解性合成高分子化合物（ＰＬ分類Ａ）

と天然有機材料（ＰＬ分類Ｂ－８）の総計を５０．０重量または体積％以

上含むものでなければならない。 ４．１重量％以上含まれるすべての有

機材料は、当委員会が指定する生分解性試験において６０％以上の生分解

度が確認されたものでなければならない。 ５．１重量％未満の非生分解

性有機材料の合計量は、５重量％未満でなければならない。 ６．含まれ

る特定元素の量は、上限値を超えてはならない。」及び「ＴＪＣ株式会社の

取り扱い商品はＪＢＰＡの『生分解性プラ』マックを取得済です。」 

・「主な原材料 ポリブチレンアジペートテレフタレート（ＴＵＮＨＥ Ｐ

ＢＡＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）」 

・「生分解の速度は環境（温度・湿度・微生物）の影響で変わります」 

・「【ＰＬＡ樹脂の特性】●有機肥料の質に影響を与えない。●埋め立てた

り投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまる

ことがない。●生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいと

アピールできる。」 

・「【主な原材料】生分解性プラスチック」 

  

 遅くとも令

和４年２月

１日から同

・「生分解性ゴミ袋」 

・「生分解性」 

・「トウモロコシを主原料としたＰＬＡ樹脂を使用 地球にやさしい ポリ

乳酸」 

本件商品① 

（ 別 添 写

し ６ － ２

－１） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

1
2
2



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

 年３月１６

日までの間 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト及び「登

録番号Ｎｏ．１１４８」 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト、「生分

解性プラスチック」及び「Ｎｏ．１１４８」 

・「このレジ袋は１００％自然に還る生分解性プラチックからできていま

す。」 

・「生分解性プラスチックのライフサイクル」との記載と共に、生分解性プ

ラスチック製品が使用後に水及び二酸化炭素になるまでの流れを記載し

た図及び「＊引用元：ＪＢＰＡ日本バイオプラスチック協会 ｈｔｔｐ：

／／ｗｗｗ．ｊｂｐａｗｅｂ．ｎｅｔ／ｇｐ／」 

・「ＪＢＰＡ 日本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａｓ

ｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ 日本バイオプラスチック協会は、通

産省基礎産業局長諮問機関（当時）であった“生分解性プラスチック実用

化検討委員会の提言に基き発足します。」、グリーンプラマークのイラス

トと共に「生分解性プラスチックは、分解した後も土壌などに悪影響を与

えない安全性の保障が必要です。グリーンプラ識別表示制度は、こうした

生分解性の基準と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『グリーンプ

ラ』のマークと名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、正

しい使用法と製品の普及を促進する目的で取り組まれている認証識別制度

です。」、「ＴＪＣ株式会社の取扱商品はＪＢＰＡのグリーンプラマークを

取得済みです。」、水中を泳ぐカメの画像と共に「２０１９年の調査で標本

を採った稚魚のうち８．６％がマイクロプラスチックを食べていることが

分かった。北極の氷から世界の最深の海までプラスチックに汚染されてい

る。」、「
・ ・ ・ ・
植物連鎖によってより大きい生き物の体内に入っていくことは簡

単に予想できます。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラス

チックになり、魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイラ

  

1
2
3



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  スト、「捨てられたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は焼

却処分、残りの７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解する

には何世紀もかかります。」、「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・

ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を

受けて低分子化され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで

分解されます。」、「・地球にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の

為、使用後は生ゴミと同様にコンポストで処理することができます。焼却

された場合でも有害物質を発生しないので安全です。」、「メリット」、「・

有機肥料の質に影響を与えない」、「・有機リサイクル可能」及び「・投棄

されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることが

ない」 

・「・日本バイオプラスチック協会の定める※グリーンプラマーク認証製品。

※登録番号Ｎｏ．１１４８」、「【ＰＬＡ樹脂について】・ＰＬＡ樹脂（ポ

リ乳酸）生分解性プラスチックとは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分

解を受けて低分子化され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水に

まで分解されます。」、「【ＰＬＡ樹脂の特性】・有機肥料の質に影響を与

えない。・埋め立てたり投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、

ゴミとしてたまることがない。・生分解性プラスチックを組み込んだ製品が

環境に優しいとアピールできる。」、「生分解性ごみ袋」及び「地球にやさ

しく、環境に負荷をかけない生分解性の為、使用後は生ゴミと同様にコンポ

ストで処理することができます。」 

・「生分解性 ごみ袋」 

・「【主な原材料】生分解性プラスチック」 

  

 遅くとも令

和４年２月

１日から同

年３月１６

日までの間 

・「生分解性」 

・「トウモロコシを主原料としたＰＬＡ樹脂を使用」 

・「環境にやさしい生分解性」 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト及び「登

録番号Ｎｏ．１１４７」 

本件商品② 

（ 別 添 写

し ６ － ２

－２） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

1
2
4



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

  ・「生分解性レジ袋」 

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト、「生分

解性プラスチック」及び「Ｎｏ．１１４７」 

・「このレジ袋は１００％自然に還る生分解性プラチックからできていま

す。」 

・「ＪＢＰＡ 日 本バイオプラスチック協会 Ｊａｐａｎ ＢｉｏＰｌａ

ｓｔｉｃｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ 日本バイオプラスチック協会は、

通産省基礎産業局長諮問機関（当時）であった“生分解性プラスチック実

用化検討委員会の提言に基き発足します。」、グリーンプラマークのイラ

ストと共に「生分解性プラスチックは、分解した後も土壌などに悪影響を

与えない安全性の保障が必要です。グリーンプラ識別表示制度は、こうし

た生分解性の基準と、環境適合性の審査基準を満たした製品に『グリーン

プラ』のマークと名称の使用を認め、一般消費者への正しい理解を広め、

正しい使用法と製品の普及を促進する目的で取り組まれている認証識別制

度です。」、「ＴＪＣ株式会社の取扱商品はＪＢＰＡのグリーンプラマーク

を取得済みです。」、水中を泳ぐカメの画像と共に「２０１９年の調査で標

本を採った稚魚のうち８．６％がマイクロプラスチックを食べていること

が分かった。北極の氷から世界の最深の海までプラスチックに汚染されて

いる。」、「
・ ・ ・ ・
植物連鎖によってより大きい生き物の体内に入っていくことは

簡単に予想できます。」との記載と共にプラスチック製品がマイクロプラ

スチックになり、魚の体内に入り、その魚を人物が食する様子を示したイ

ラスト、「捨てられたプラスチックのリサイクルはわずか９％、１２％は

焼却処分、残りの７９％は埋め立ていました。埋め立てとしても、分解す

るには何世紀もかかります。」、「ＰＬＡ生分解性プラスチックとは」、「・

ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）とは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を

受けて低分子化され、微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで

本件商品③ 

（ 別 添 写

し ６ － ２

－３） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

  本件商品④ 

（ 別 添 写

し ６ － ２

－４） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

1
2
5



表示媒体 表示期間 表示内容 対象商品 生分解性 

分解されます。」、「・地球にやさしく、環境に負荷をかけない生分解性の

為、使用後は生ゴミと同様にコンポストで処理することができます。焼却

された場合でも有害物質を発生しないので安全です。」、「メリット」、「・

有機肥料の質に影響を与えない」、「・有機リサイクル可能」、「・投棄さ

れても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまることがな

い」、「生分解性プラスチックのライフサイクル」との記載と共に、生分解

性プラスチック製品が使用後に水及び二酸化炭素になるまでの流れを記載

した図及び「＊引用元：ＪＢＰＡ日本バイオプラスチック協会 ｈｔｔｐ：

／／ｗｗｗ．ｊｂｐａｗｅｂ．ｎｅｔ／ｇｐ／」 

・「生分解性ゴミ袋」

・「グリーンプラ」との記載と共にグリーンプラマークのイラスト及び「登

録番号 Ｎｏ．１１４７」

・「生分解性プラスチック１００％」

・「【ＰＬＡ樹脂について】・ＰＬＡ樹脂（ポリ乳酸）生分解性プラスチッ

クとは、ポリ乳酸は環境中の水分により加水分解を受けて低分子化され、

微生物などにより最終的には二酸化炭素と水にまで分解されます。」及び

「【ＰＬＡ樹脂の特性】・有機肥料の質に影響を与えない。・埋め立てた

り投棄されても、微生物が食べて分解してくれるので、ゴミとしてたまる

ことがない。・生分解性プラスチックを組み込んだ製品が環境に優しいと

アピールできる。」

・「生分解性 レジ袋」及び「地球にやさしく、環境に負荷をかけない生分

解性の為、使用後は生ゴミと同様にコンポストで処理することができま

す。」

・「【主な原材料】生分解性プラスチック」

本件商品⑤ 

（ 別 添 写

し ６ － ２

－５） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 

本件商品⑥ 

（ 別 添 写

し ６ － ２

－６） 

投棄され又は埋め立てられても

自然環境中で微生物によって水

と二酸化炭素に分解される生分

解性 
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